
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
会

一
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
め
の
ス
ラ
バ
ヤ
を
例
に
し
て
i

植

村

泰

夫

糖業プランテーシeンとジャワ農村社会（植村）

【
要
約
】
　
小
稿
で
は
十
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
に
お
け
る
ス
ラ
バ
や
南
部
の
農
村
経
済
の
貧
困
化
を
、
投
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
と
関
連
づ
け

て
土
地
班
有
、
農
業
の
二
側
面
か
ら
分
析
す
る
。

　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
周
年
撃
滅
田
を
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
よ
り
一
括
借
地
し
、
三
年
輪
作
法
に
よ
り
栽
培
を
展
開
し
た
。
借
地
の
拡
大
は
住
民

の
貧
困
に
つ
け
込
ん
で
な
さ
れ
、
ま
た
栽
培
に
投
入
す
る
大
儀
の
労
働
力
は
著
し
い
低
賃
金
で
雇
用
さ
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
強
制
栽
培
期
の
デ
ィ
ン
ス
ト
強
化
に
起
因
す
る
と
い
わ
れ
る
水
田
の
定
期
割
替
は
維
持
さ
れ
、
一
バ
ウ
前
後
の
零
細
な
占
有
規
模
の
農
民

は
基
本
的
に
は
分
解
せ
ず
、
非
占
有
農
民
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
労
働
力
と
し
て
流
入
す
る
。
ま
た
技
術
的
に
は
等
等
の
有
無
を
基
軸
と
す
る
住
民
農

業
は
、
懸
紐
存
続
に
よ
る
停
滞
に
加
え
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
よ
る
早
稲
栽
培
の
強
制
、
地
力
の
消
耗
、
襲
作
業
上
の
困
難
の
増
大
、
灌
概
用
水
不
足
な
ど

の
た
め
減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
一
巻
三
号
　
一
九
七
八
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
一
八
七
〇
年
の
「
砂
糖
法
」
第
一
条
は
、
従
来
ジ
ャ
ワ
で
行
な
わ
れ
て
き
た
砂
糖
キ
ビ
の
強
制
栽
培
を
七
九
年
か
ら
漸
次
縮
小
し
、
九
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
は
完
全
に
廃
止
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
以
降
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
は
ナ
ラ
ン
ダ
資
本
に
よ
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
手
に
移
さ
れ
、
住
民

の
水
田
を
賃
借
し
賃
労
働
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
ジ
ャ
ワ
の
糖
業
は
中
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
ャ
ワ
植
黒
地
支
配
の
中
軸
た
る
地
位
を
占
め
る
に
至
る
。

東
部
ジ
ャ
ワ
を
中
心
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と
こ
ろ
で
、
従
来
、
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
期
は
、
一
般
に
ジ
ャ
ワ
社
会
の
貧
困
化
が
よ
り
進
行
し
た
時

期
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
貧
困
化
が
如
何
な
る
構
造
を
持
つ
の
か
と
い
っ
た
点
に
な
る
と
充
分
具
体
的
に
検
討
さ
れ
て

き
た
と
は
い
い
が
た
く
、
そ
れ
ゆ
え
、
窯
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
当
該
段
階
の
ジ
ャ
ワ
社
会
の
発
展
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

及
ぼ
し
た
か
の
点
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
で
な
い
。

　
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
状
況
を
ふ
ま
え
、
早
業
の
最
大
の
中
心
地
で
あ
っ
た
ス
ラ
バ
や
理
事
州
南
部
の
ス
ラ
バ
ヤ
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
、
モ

ジ
ョ
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ン
バ
ン
の
四
県
を
分
析
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
先
ず
当
時
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
特
色
を
考

察
し
、
次
に
そ
れ
と
の
か
か
わ
り
で
住
民
の
土
地
所
有
、
農
業
の
状
況
を
具
体
的
に
検
討
し
、
そ
の
貧
困
化
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
の
点
に
迫
り
た
い
。

　
本
稿
が
依
拠
す
る
主
要
な
史
料
は
A
　
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ヅ
ラ
に
お
け
る
原
住
民
の
土
地
権
に
関
す
る
調
査
の
最
終
提
要
」
団
§
恥
鳶
襲
§
“
§
蕊

ぎ
W
9
ミ
ミ
さ
器
蕊
蟄
§
、
§
笥
ミ
ミ
§
ミ
壽
織
§
ぎ
N
§
N
恥
ミ
愚
劣
§
O
慢
§
職
愚
冒
§
ミ
。
さ
§
ミ
3
ω
顔
色
Φ
登
H
Q
。
刈
9
目
○
。
o
。
9
H
Q
。
㊤
O
・

（
以
下
の
記
述
で
は
国
・
閃
・
と
省
略
す
る
）
、
B
「
ジ
ャ
ワ
・
マ
ヅ
ラ
に
お
け
る
原
住
民
の
福
祉
減
退
に
関
す
る
調
査
」
O
鵠
§
遷
。
罫
ミ
ミ
§

§
§
§
鳶
§
ご
§
ミ
亀
ミ
ぎ
N
§
織
逡
ぎ
笥
塁
ミ
ぎ
轟
愚
智
§
ミ
。
§
§
ミ
3
ω
ω
α
Φ
9
①
戸
H
⑩
鼠
～
H
㊤
H
↑
中
の
理
事
言
書
報
告
集
の
う
ち

農
業
H
り
O
①
（
以
下
客
類
・
。
Q
・
野
と
省
略
す
る
）
、
灌
概
お
O
刈
（
寓
．
妻
・
ω
・
ご
、
商
工
業
お
O
刈
（
客
≦
．
ω
・
臥
し
、
デ
サ
の
経
済
目
Φ
O
⑩
（
鼠
．
≦
・

ω
．
国
ウ
の
部
分
で
あ
る
。

　
①
砺
“
a
ミ
恥
ミ
ミ
噌
§
榊
審
§
胤
§
勢
罫
」
旨
ミ
鮮
H
。
。
刈
ρ
賭
ρ
＝
8
（
以
下
、
の
ミ
等
　
　

一
〇
年
に
は
一
、
二
七
八
、
四
二
〇
ト
ソ
と
急
増
す
る
。
こ
れ
に
伴
な
い
輸
出
額
も

　
葱
ミ
恥
と
省
略
）

②
　
一
八
八
○
年
代
に
は
セ
レ
ー
病
と
砂
糖
恐
慌
に
よ
る
一
跨
的
な
生
産
の
停
滞
も

　
あ
っ
た
が
、
全
体
的
に
は
急
速
に
発
展
す
る
。
出
・
O
．
℃
・
Q
o
興
賦
中
§
馬
§
喰
ミ

　
O
§
ミ
G
Q
自
信
ミ
さ
脚
湯
窃
讐
留
日
O
H
b
。
匂
や
誌
O
～
旨
ピ
に
よ
れ
ば
、
ジ
ャ
ワ
の
砂
糖

　
産
出
高
は
一
八
七
〇
年
の
一
五
二
、
五
九
五
ト
ソ
が
、
八
○
年
一
一
一
六
、
一
七
九
ト

　
ン
、
九
〇
年
三
九
九
、
九
九
九
ト
ソ
、
一
九
〇
〇
前
脳
四
四
、
一
一
五
七
ト
ソ
、
一
九

伸
び
、
9
ω
’
周
霞
巴
ぐ
p
㌍
さ
ミ
ミ
、
§
蕊
砺
さ
ミ
帖
3
巳
Q
。
ρ
や
N
O
8
に
よ
れ
ば
八

　
五
年
に
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
の
輸
出
品
総
額
の
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。

　
二
〇
世
紀
初
頭
の
各
地
域
毎
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
数
な
ど
に
つ
い
て
は
Ω
｝
■

　
出
舘
ω
巴
ヨ
p
鈍
」
蒔
恥
ヤ
ミ
§
O
罵
蒜
詩
ミ
噌
§
榊
§
＄
暮
§
這
§
§
鳶
肩
馬
W
§
㍗

　
§
ミ
馬
1
1
0
器
§
§
o
罫
層
お
誕
■
や
H
①
り
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

③
　
最
近
こ
の
点
に
触
れ
た
研
究
と
し
て
は
加
納
啓
良
「
植
民
地
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
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の
村
落
経
済
ー
ブ
ー
ケ
と
ブ
ル
ヘ
ル
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
「
ア
ジ
ア
経

済
」
【
九
七
四
－
二
）
が
あ
る
。
加
納
氏
は
エ
ス
テ
ー
ト
経
済
の
進
展
は
農
村
へ

の
商
品
経
済
の
鼠
講
を
促
進
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
二
〇
世
紀
初
の
、
全
体
と
し
て

零
細
で
地
主
的
土
地
所
有
が
乗
展
開
で
あ
り
大
量
の
非
占
有
者
が
存
在
す
る
と
い

う
所
有
構
造
は
、
特
に
西
ジ
ャ
ワ
を
中
心
に
一
定
の
分
解
を
遂
げ
、
地
主
的
土
地

所
有
が
展
開
す
る
が
、
住
民
濃
業
は
停
滞
的
で
あ
り
、
商
品
作
物
生
産
の
展
開
も

家
計
補
充
的
で
商
業
高
利
貸
資
本
の
変
配
下
に
お
か
れ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
ブ

ル
ジ
ョ
ア
的
分
解
に
は
導
か
れ
な
か
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
筆
者
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
分
解
が
充
分
展
開
し
な
か
っ
た
と
す
る
見
通
し
に
は
ほ
ぼ
同
意
す
る
が
、
加
納

民
に
あ
っ
て
は
こ
の
論
証
と
し
て
エ
ス
テ
ー
ト
の
影
響
を
主
に
商
品
経
済
発
展
に

限
定
さ
れ
て
い
る
点
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
る
。
な
ぜ
所
有
の
分
解
が
未
展
開
な
の

か
、
な
ぜ
住
民
襲
業
が
停
滞
的
な
の
か
、
プ
ラ
ソ
テ
…
シ
ョ
ン
展
開
に
即
し
て
、

具
体
的
に
地
域
毎
の
特
色
を
ふ
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培

糖業プランテーションとジャワ農村社会（植村）

　
1
　
栽
培
用
地
の
賃
借

　
先
ず
栽
培
用
地
の
賃
借
の
し
か
た
を
検
討
す
る
。
栽
培
に
必
要
な
住
民
の
使
用
す
る
農
地
の
賃
借
原
則
は
、
七
一
年
の
借
地
令
Φ
H
O
口
q
9
霞

　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

○
疑
。
自
ρ
暮
δ
で
は
じ
め
て
具
体
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
〇
年
の
農
地
法
》
σ
q
巴
錠
富
。
げ
毛
簿
の
規
定
に
よ
り
所
有
権
を
付
さ

れ
た
私
有
地
は
二
〇
年
以
内
、
世
襲
的
個
人
占
有
地
は
五
年
以
内
、
共
同
占
有
地
持
分
に
関
し
て
は
占
有
者
の
占
有
が
続
く
期
間
内
で
長
く
と

も
五
年
以
内
と
賃
借
期
間
の
上
限
が
定
め
ら
れ
、
ま
た
土
地
に
賦
課
さ
れ
る
税
、
デ
ィ
ン
ス
ト
は
貸
手
側
負
担
と
さ
れ
た
。
ま
た
七
九
年
冬
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

借
地
料
を
一
年
分
以
上
先
払
い
し
て
は
な
ら
な
い
な
ど
の
内
容
が
追
加
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
早
業
が
個
々
の
農
民
か
ら
そ
の
水
田
を
借
地
す
る
道
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
八
十
年
代
、
九
十
年
代
、
借
地
は
現

実
に
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
の
か
。
以
下
、
若
干
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

　
八
十
年
代
の
一
調
査
に
よ
る
と
「
契
約
は
…
…
一
デ
サ
に
居
住
す
る
一
グ
ル
！
プ
の
住
罠
と
の
間
で
結
ば
れ
る
。
彼
ら
は
共
同
貴
任
で
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

土
地
を
一
区
画
に
ま
と
め
る
。
一
般
に
デ
サ
首
長
が
証
人
と
な
る
の
だ
が
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
契
約
を
認
可
す
る
の
に
適
し
た
立
場
に
あ
る
。
」

と
い
わ
れ
、
ま
た
九
十
年
代
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
「
実
際
に
は
企
業
家
達
は
広
大
な
ま
と
ま
っ
た
区
画
を
入
手
す
る
た
め
あ
ら
ゆ
る
策
略
を

用
い
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
た
め
に
手
数
料
と
贈
物
を
与
え
て
デ
サ
首
長
の
影
響
力
を
利
用
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
共
同
占
有
耕
地
の
賃
貸
は
個
々
の
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⑤

占
有
者
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
実
際
に
は
共
同
体
す
な
わ
ち
デ
サ
首
長
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
」

状
況
を
具
体
的
に
み
よ
う
。
一
企
業
家
ボ
レ
ル
は
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

と
述
べ
ら
れ
る
。
次
に
契
約
成
立
時
の

　
貸
出
す
べ
き
バ
ゥ
数
と
賃
貸
料
に
関
す
る
契
約
が
デ
サ
当
局
と
結
ば
れ
た
後
、
定
め
ら
れ
た
時
期
に
、
時
に
は
一
〇
〇
名
以
上
も
の
全
貸
出
者
が
デ
サ

首
長
に
連
れ
ら
れ
て
工
場
へ
来
る
。
そ
こ
で
は
支
配
人
と
農
場
監
督
も
出
席
し
、
次
の
よ
う
な
茶
番
が
演
じ
ら
れ
る
。
企
業
の
原
住
民
書
記
が
契
約
書
を

前
に
置
き
土
の
上
に
坐
る
。
こ
の
契
約
書
に
は
全
貸
出
者
の
貸
繊
地
と
賃
貸
料
の
取
分
の
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
読
み
上
げ
ら
れ
質
問
が

求
め
ら
れ
、
誰
か
が
何
ら
か
の
意
見
を
述
べ
た
後
、
支
払
が
な
さ
れ
る
。
各
貸
出
者
は
順
番
に
呼
ば
れ
、
そ
の
取
分
が
計
算
さ
れ
る
。
金
を
受
け
取
る
前

に
彼
は
契
約
書
に
サ
イ
ン
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
は
契
約
者
名
の
後
に
マ
ー
ク
を
つ
け
る
書
記
達
の
ペ
ソ
に
手
を
触
れ
る
こ
と
で
済
ま
さ
れ
る
。
…
…

契
約
の
終
了
者
は
自
分
の
取
分
を
受
け
取
っ
て
退
席
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
書
記
の
後
に
坐
っ
て

い
る
デ
サ
首
長
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
金
を
取
り
込
み
、
自
分
の
前
に
広
げ
た
大
き
な
布
に
包
み
込
む
か
を
ち
ょ
っ
と
で
も
観
察
す
れ
ば
、
そ
の
考
え

は
ひ
っ
こ
め
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。
こ
う
し
た
い
ん
ち
き
を
終
え
る
や
、
か
の
首
長
は
受
け
取
っ
た
賃
貸
料
を
自
分
の
金
庫
へ
運
ん
で
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

だ
か
ら
こ
の
間
、
郡
長
は
デ
サ
首
長
が
不
正
行
為
を
し
な
い
よ
う
必
要
な
対
策
を
採
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
三
例
は
い
ず
れ
も
借
地
契
約
が
個
々
の
土
地
占
有
者
を
網
手
と
し
て
で
は
な
く
、
集
合
的
に
…
面
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
し
て
こ
の
際
、
デ
サ
首
長
の
仲
介
が
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
契
約
方
式
は
東
ジ
ャ
ワ
の
共
同
占
有
地
域
で

は
一
般
的
で
あ
り
、
占
有
老
の
独
立
し
た
賃
貸
は
む
し
ろ
例
外
的
で
、
特
に
全
部
の
耕
地
を
貸
出
す
デ
サ
に
お
い
て
は
、
交
渉
は
首
長
と
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

で
行
な
わ
れ
、
デ
サ
首
長
が
契
約
通
り
の
土
地
の
提
供
に
責
任
を
持
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
っ
て
七
一
年
の
借
地
令
は
空
文
化
し
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
政
庁
は
こ
の
改
正
に
か
か
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
方
向

は
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
…
シ
ョ
ソ
の
意
向
に
沿
っ
て
現
状
を
追
認
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
九
五
年
に
は
共
同
占
有
の
水
田
は
持
分
権
保
有

者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
が
得
ら
れ
れ
ば
一
括
借
地
で
き
る
と
規
定
さ
れ
、
同
時
に
世
襲
的
個
人
占
有
地
と
固
定
持
分
制
共
同
占
有
地
の
借

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

地
期
限
が
一
二
年
に
延
長
さ
れ
た
。
更
に
一
九
〇
〇
年
に
は
定
期
割
鐘
を
行
な
う
共
同
占
有
地
の
借
地
は
持
分
権
保
有
者
の
三
分
の
一
以
上
が
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⑨

反
対
し
な
い
限
り
可
能
で
あ
る
と
改
め
ら
れ
て
借
地
条
件
は
一
層
緩
和
さ
れ
、
そ
の
借
地
期
限
も
六
年
半
に
延
長
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
書
誤
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
用
地
は
、
当
初
よ
り
一
貫
し
て
一
括
契
約
に
よ
り
確
保
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、

ス
ラ
バ
ヤ
に
お
け
る
こ
う
し
た
一
括
借
地
の
中
味
を
ミ
受
に
依
り
具
体
的
に
検
討
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
一
表
は
ス
ラ
バ
や
理
事
州
に
お
け
る
水
田
面
積
と
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
面
積
を
県
別
に
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
糖
業
の
集

中
し
て
い
る
南
部
四
県
は
ブ
ラ
ソ
タ
ス
河
流
域
に
位
置
し
、
B
の
周
年
星
雲
田
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
特
微
的
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
砂
糖

キ
ビ
は
乾
季
に
も
灌
水
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
借
地
は
お
そ
ら
く
B
の
水
田
に
集
中
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
次
に
各
県
毎
の
借
地
方
式
を
み
よ
う
。
　
ス
ラ
バ
や
県
で
は
契
約
期
間
一
年
半
、
借
地
料
は
バ
ウ
当
り
f
四
〇
～
五
五
、
　
全
額
を
一
年
前
に

先
払
す
る
条
件
で
毎
年
水
田
の
三
分
の
一
つ
つ
が
貸
出
さ
れ
る
。
デ
サ
首
長
の
仲
介
手
数
料
は
バ
ウ
当
り
f
五
と
い
わ
れ
る
が
、
通
例
と
は
異

な
り
、
仲
介
は
あ
ま
り
一
般
的
で
は
な
い
。
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
ほ
と
ん
ど
の
デ
サ
が
全
水
田
を
六
年
半
貸
出
し
、
毎
年
三
分
野
一
つ
つ
に
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砂
糖
キ
ビ
が
栽
培
さ
れ
る
。
借
地
料
は
毎
年
一
〇
月
か
一
一
月
に
貸
出
デ
サ
全
体
の
地
代
（
一
P
】
P
α
巴
Φ
昌
汁
Φ
）
額
に
等
し
い
額
（
実
際
に
砂
糖
キ
ビ
栽
培

に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
一
バ
ゥ
当
り
に
換
算
す
る
と
f
四
〇
～
五
〇
）
が
デ
サ
首
長
に
支
払
わ
れ
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
地
代
支
払
に
充
て
ら
れ
る
。

た
だ
ブ
ド
ウ
ラ
ン
、
ク
テ
ガ
ソ
、
　
ス
ル
ニ
の
三
工
場
の
み
は
借
地
料
を
地
代
額
と
関
係
さ
せ
ず
に
、
バ
ゥ
当
り
メ
三
二
・
五
～
四
〇
の
額
で
一

年
前
に
一
括
し
て
先
払
す
る
と
い
う
。
デ
サ
首
長
の
仲
介
は
一
般
的
で
あ
り
、
手
数
料
は
バ
ゥ
当
り
f
二
・
五
〇
で
あ
る
。
　
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県

を
み
ょ
う
。
県
内
の
五
郡
の
う
ち
モ
ジ
ョ
カ
ス
リ
郡
の
み
一
年
半
の
借
地
契
約
が
結
ば
れ
借
地
料
先
払
も
な
い
が
、
他
の
四
書
で
は
六
年
契
約

で
借
地
料
先
払
が
一
般
的
で
あ
る
。
一
年
半
当
り
平
均
借
地
料
は
f
三
〇
～
三
五
で
あ
る
。
賃
貸
に
反
対
す
る
住
民
の
い
る
デ
サ
に
対
し
て
は

初
年
度
に
メ
七
〇
～
八
○
の
高
額
借
地
料
を
支
払
う
が
、
次
年
度
以
降
は
メ
三
五
～
四
〇
と
額
は
低
下
す
る
。
デ
サ
首
長
は
貸
出
を
強
制
は
し

な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
仲
介
を
は
か
り
、
バ
ウ
当
り
f
二
・
五
〇
の
手
数
料
を
得
る
。
最
後
に
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
で
は
期
限
一
年
半
、
バ
ウ
当
り

弄
二
五
～
三
〇
で
賃
貸
が
行
な
わ
れ
る
。
借
地
料
支
払
は
栽
培
の
一
五
ケ
月
前
で
あ
る
。
デ
サ
首
長
の
仲
介
手
数
料
は
f
二
・
五
〇
～
一
〇
と

　
　
　
⑩

い
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
ス
ラ
バ
ヤ
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
両
県
の
場
合
の
よ
う
に
毎
年
デ
サ
の
水
田
の
三
分
の
一
つ
つ
が
貸
出
、
あ
る
い
は
栽
培
に
使
用
さ
れ
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度

　　第1図　三年輪作法モデル

（出所）RA．　Quintus，　The　Cftlti－

　vation　of　Sugar　Cane　in　Java．

　1923　part臼田．，奥田或　『東印度農

業経済研究』昭和18年第三章など

　より作成。

（註）　本図はかなりモデル化してあ

　り，必ずしも各プランテーション
　がこの期間通りに栽培を行ったわ

　けではない。
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る
の
は
、
当
時
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
採
用
し
て
い
た
三
年
輪
作
法
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
砂
糖
キ
ビ
は
苗
の
植
付
か
ら
収

穫
ま
で
約
一
年
半
の
期
間
を
必
要
と
し
、
ま
た
地
力
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
の
大
き
な
作
物
で
あ
る
か
ら
連
作
は
で
き
ず
、
こ
の
地
域
で
は
住
民

農
業
と
の
輪
作
が
不
可
避
と
な
る
。
三
年
輪
作
法
に
お
い
て
は
例
え
ば
第
一
図
に
示
し
た
よ
う
に
一
九
〇
〇
年
下
月
～
一
九
〇
一
年
一
〇
月
砂

糖
キ
ビ
、
　
一
一
月
～
一
九
〇
二
年
四
月
末
、
五
月
～
一
〇
月
裏
作
、
　
一
一
月
～
一
九
〇
三
年
三
月
米
と
い
う
よ
う
に
こ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
寂
ソ
は

三
年
で
一
巡
す
る
。
こ
の
場
合
砂
糖
キ
ビ
の
収
穫
は
三
年
に
一
度
で
あ
る
か
ら
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
毎
年
安
定
し
た
収
穫
を
得
る
た
め
に

は
契
約
地
を
三
分
す
る
か
、
三
分
野
一
つ
つ
借
地
す
る
か
し
て
毎
年
植
付
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
六
年
半
と
い
う
契
約

期
限
も
、
こ
れ
ゆ
え
に
意
味
が
あ
る
。

　
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ン
バ
ン
両
県
に
関
し
て
は
具
体
的
な
記
述
が
な
く
輪
作
体
系
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
年
々
栽
培

用
地
が
変
更
さ
れ
た
の
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
第
一
表
G
は
雨
季
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
で
あ
る
か
ら
、
乾
季
に
は
そ
の
栽
培
面
積
は
前
年
に
植

付
し
た
部
分
と
合
せ
る
と
第
一
蓑
G
に
掲
げ
た
面
積
の
ほ
ぼ
二
倍
に
達
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
ス
ラ
バ
や
南
部
で

は
圧
倒
的
な
比
率
で
良
田
が
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
貸
轟
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
に
関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
土
地
賃
貸
を
行
な
わ
な
い
デ
サ
の
方
が
賃
貸
デ
サ
よ
り
も
経
済
状
況
が
良
い
と
い
う
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
全
デ
サ
首
長
が
一
致
し
て
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
点
の
詳
し
い
分
析
は
次
章
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
何
故
こ

の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
が
か
く
も
拡
大
し
た
か
考
察
し
た
い
。

　
こ
の
点
で
示
唆
的
な
の
は
一
八
六
八
年
に
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
の
一
デ
サ
で
あ
る
ラ
ソ
ド
ゥ
ガ
ソ
で
行
な
わ
れ
た
調
査
で
あ
る
。
こ
の
デ
サ
で
は

糖
業
と
の
契
約
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
も
既
に
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
水
田
を
貸
出
し
て
砂
糖
キ
ビ
の
栽
培
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
有
利
か
否
か

と
い
う
問
に
対
し
て
、
一
住
民
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
　
「
自
分
の
意
志
で
砂
糖
キ
ビ
を
栽
培
し
販
売
す
る
者
が
最
も
大
き
な
利
益
を
得
る
。

契
約
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
な
う
者
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
た
だ
自
分
の
耕
地
を
企
業
誌
に
貸
す
の
み
の
老
は
不
利
で
あ
る
。
彼
ら
が
そ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
る
の
は
た
だ
彼
ら
が
現
金
に
不
足
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
こ
で
注
記
さ
れ
る
の
は
、
自
ら
商
品
生
産
と
し
て
砂
糖
キ
ビ
を
栽
培
す
る
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こ
と
が
有
利
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
金
不
足
に
よ
り
耕
地
を
賃
貸
せ
ざ
る
を
得
な
い
農
民
の
存
在
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
現
金
不
足
の
内

容
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
二
〇
世
紀
初
の
段
階
で
先
払
さ
れ
る
借
地
料
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
を
検
討
す
る
と
、
ス
ラ
バ
や

県
で
は
タ
ネ
モ
ミ
、
耕
牛
、
黎
そ
の
他
の
農
具
の
購
入
に
充
て
ら
れ
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
先
述
の
如
く
一
括
し
て
地
代
支
払
に
用
い
ら
れ

る
。
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
で
は
人
頭
税
や
地
代
の
支
払
に
充
て
ら
れ
る
他
、
日
常
の
消
費
に
必
要
な
物
や
タ
ネ
モ
ミ
、
稲
苗
の
購
入
、
祭
祀
費
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

に
使
わ
れ
、
ジ
ョ
ン
．
ハ
ソ
県
で
は
主
に
地
代
支
払
に
充
て
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
住
厩
の
現
金
収
入
は
主
と
し
て
税
支
払
、
自
ら
の
経
営
の
再

生
産
に
必
要
な
諸
手
段
の
購
入
に
使
わ
れ
て
お
り
、
先
の
現
金
不
足
の
中
味
も
恐
ら
く
は
こ
れ
ら
に
充
て
る
費
用
の
欠
乏
で
あ
っ
た
と
想
定
で

き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
従
来
、
農
民
は
こ
の
よ
う
な
費
用
を
得
る
た
め
住
民
間
で
水
田
の
賃
貸
、
質
入
を
行
な
っ
た
り
、
ま
た
年
利
一
〇
〇
～
三
〇
〇
％
に
も
及
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

高
利
で
の
借
金
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
借
地
料
を
常
に
「
現
金
で
支
払
う
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

住
民
は
現
金
獲
得
の
手
段
と
し
て
こ
れ
を
ま
す
ま
す
利
用
」
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
貧
困
の
ゆ
え
に
住
民
は
先
払
さ

れ
た
借
地
料
を
実
際
に
土
地
を
貸
出
す
前
に
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
貸
出
年
の
地
代
支
払
等
に
充
て
る
現
金
を
得
る
た
め
に
は
次
の
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

貸
契
約
を
結
ん
で
先
払
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
一
度
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
水
田
を
貸
出
せ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

後
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
い
い
な
り
に
悪
条
件
で
の
賃
貸
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
糖
葉
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
の
拡
大
は
住
民
の
貧
困
化
、
現
金
不
足
に
つ
け
込
み
、
先
払
制
を
有
力
な
武
器
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
次
に
当
時
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
実
情
を
概
観
し
、
併
せ
て
労
働
力
の
雇
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。

　
2
　
栽
培
と
労
働
力
雇
用

　
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
二
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
栽
培
の
特
包
は
、
大
量
の
労
働
力
を
投
入
し
管
理
を
綿
密
に
行
な
う
こ
と
に
よ
り
単
位
面
積

当
り
の
高
収
量
を
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ク
イ
ン
タ
ス
に
よ
れ
ば
園
芸
農
業
に
さ
え
類
似
す
る
と
評
さ
れ
る
こ
う
し
た
方
式
が
採
ら
れ
た
理
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⑲

由
は
、
広
大
な
栽
培
用
地
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
、
労
働
力
が
安
価
で
過
剰
に
供
給
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
以
下
、
一
九
〇
二
年

の
植
付
面
積
が
九
五
九
バ
ウ
と
県
内
で
は
ほ
ぼ
平
均
的
な
規
模
を
有
す
る
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
ク
リ
ア
ン
農
場
に
お
け
る
栽
培
過
程
を
見
る
。

　
先
ず
四
月
初
旬
に
栽
培
に
使
用
す
べ
き
水
田
の
収
穫
が
終
了
す
る
と
、
第
二
図
に
示
す
よ
う
な
栽
培
用
地
の
造
成
作
業
が
開
始
さ
れ
る
。
こ

　　　　　　第2図植　　床　　図
（出所）RA．　Quintus，　oP．厩‘．，16，17図に基づき作成
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第二表　繕業プランテーションの平均日当額

1904年1880年

子供女男子供女男
名（種別）県

f．　O．10

　　f．　O．15

t－
?．　O．20

f．　O．10

　　tvO．15

f．　O．10

　　一一〇．12

　　f．　O．15

　　f．　O．20

f，　O．20

　　rvO．25

一一
?．　O．25

f．　O．15

　　．vo．20

e－
?．　O．30

f．　O．17

　　．vO．2e

　　メ．0．25

　　f，　O．30

f．　O．25

　　．vo．30

・v
?．　O．45

f，　O．20

　　rs・O．40

．v
?．　e．3s

f．　O，25

　　．N．O．35

f．　O．15

f．　O．15－v

一

　　f．　O．25

　　f，　O．25

f．　O．20

　　NO．25

．v
?．　o．40

f．　O．20

　　－s・O．30

　　f．　O．35

　　f．　O．40

f．　O．30

　　NO．35

～ノ．0。80

ノ．0．40

　　A．O．50

スラノミヤ

スラノミヤ

シドアルジョ

モジョクルト

モジョクルト

ジョンバン

ジョンバン

（農園労働）

（工場労働）

（常

（日

（常

（日

雇）

雇）

雇）

雇）

出所＝M．IV．　S．　H．，398．ただしモジョクルトのみM．慨S．　E．76．による。

註1蓑中の空白は記載なし。一は雇用がないことを示す。

の
際
、
水
田
上
に
残
っ
た
稲
蕎
、
株
、
雑
草
な
ど
は
す
べ
て
焼
却
し
、
造
成
さ
れ
た
植
床

に
は
基
肥
と
し
て
少
量
の
硫
安
が
施
さ
れ
る
。
こ
の
作
業
は
約
ニ
ケ
月
を
要
し
、
苗
の
植

付
は
六
月
初
旬
に
実
施
さ
れ
る
。
苗
植
付
は
従
来
の
畝
植
か
ら
溝
植
に
改
め
ら
れ
た
が
、

一
バ
ウ
当
り
一
六
、
○
○
○
～
二
四
、
○
○
○
株
と
密
植
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
業
は

住
民
農
業
で
使
用
さ
れ
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
農
具
を
用
い
て
行
な
う
た
め
、
特
に
大
量
の

労
働
力
投
入
が
必
要
で
あ
り
、
毎
日
バ
ウ
当
り
五
～
六
名
が
動
員
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
植
付
が
終
了
す
る
と
、
そ
の
転
補
植
、
二
～
三
回
の
追
肥
、
中
耕
除

草
、
灌
水
、
苗
の
成
長
に
応
じ
て
の
五
回
の
培
土
な
ど
を
経
て
、
翌
年
の
六
～
一
一
月
に

は
収
穫
期
を
迎
え
る
。
収
穫
の
ピ
ー
ク
は
六
月
～
九
月
で
あ
り
、
刈
取
っ
た
砂
糖
キ
ビ
は

そ
の
日
の
う
ち
に
工
揚
へ
搬
入
し
圧
搾
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
こ
の
作
業
は
牛
車
か
専

用
軌
道
を
用
い
て
大
量
の
労
働
力
を
集
中
的
に
投
入
し
て
な
さ
れ
る
。
製
糖
工
場
内
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

機
械
化
が
進
ん
で
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
栽
培
部
門
に
お
い
て
は
、
四
～
九
月
が
労
働
力
雇
用
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

労
働
者
の
主
要
な
雇
用
形
態
は
旦
鷹
で
あ
る
。
労
働
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
正
午
ま
で
働

き
、
一
時
間
の
休
憩
後
、
五
時
ま
で
働
く
と
い
う
一
〇
時
間
労
働
、
あ
る
い
は
午
前
・
午

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

後
各
六
時
聞
つ
つ
の
＝
一
時
間
労
働
で
あ
っ
た
。
な
お
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
以
前
よ

り
も
婦
女
子
、
子
供
の
雇
用
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
労
働
力
は
主
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

て
施
肥
作
業
に
用
い
ら
れ
た
。

　
各
県
毎
の
平
均
日
当
額
は
第
二
表
の
通
り
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
ラ
バ
や
理
事
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⑮

州
の
平
均
米
価
が
モ
ミ
ー
ピ
コ
ル
当
り
f
二
・
○
～
二
・
七
五
で
あ
る
こ
と
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
平
均
的
な
農
民
の
農
業
収
入
は
年
に
f
一
四

　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

○
で
あ
る
が
通
常
は
農
業
の
み
で
家
計
を
維
持
で
き
ず
副
業
が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
更
に
雇
用
期
間
は
せ
い
ぜ
い
約
半
年
に
過
ぎ

⑱ず
、
労
働
力
は
過
剰
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
第
二
表
の
日
当
額
は
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
一
八
八
○
年
と

一
九
〇
四
年
の
賃
金
水
準
を
比
較
す
る
と
、
後
者
の
大
巾
な
低
下
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
原
因
は
八
○
年
代
か
ら
の
砂
糖
恐
慌
に
よ
る
糖
価
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

低
落
、
婦
女
子
、
少
年
労
働
力
雇
用
の
増
加
、
他
地
域
か
ら
の
労
働
者
流
入
に
よ
る
労
働
力
過
剃
に
よ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
労
働
力
は
、
主
と
し
て
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
仲
介
内
容
は
労
働
老
の
身
元
照
会
、
労
働

契
約
履
行
の
保
証
な
ど
で
あ
っ
た
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
初
期
に
は
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
で
な
さ
れ
た
よ
う
に
、
首
長
の
強
制
に
よ
っ
て
デ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

住
民
全
員
が
栽
培
に
動
員
さ
れ
る
と
い
っ
た
例
も
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
強
制
は
九
〇
年
代
以
降
次
第
に
姿
を
消
し
、
二
〇
世
紀
に
は
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。

　
以
上
に
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
特
色
を
概
観
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡

大
が
如
何
な
る
影
響
を
農
村
社
会
に
及
ぼ
し
た
か
、
以
下
、
章
を
改
め
て
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
ラ
バ
や
南
部
の
農
村
経
済
の
特
質
を
探
り
つ
つ

検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
③
リ
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
」
g
。
謬
”
署
ρ
δ
。
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
．

②
　
砺
ミ
ミ
魯
ミ
劉
一
Q
。
刈
ρ
累
ρ
㎝
ρ

③
9
§
き
、
ミ
」
。
。
刈
P
宕
ρ
卜
。
8
曾

④
国
ロ
舞
層
く
。
匪
ロ
鳶
L
8
0
℃
魯
く
賃
ぎ
。
唱
ぐ
窪
σ
q
δ
＆
「
国
蓉
憎
麟
霧
三
け
山
。

　
．
．
σ
q
③
σ
q
o
く
。
動
く
o
o
黙
8
昌
巳
2
芝
Φ
ピ
雪
母
。
算
霞
書
協
ぎ
σ
q
、
．
0
8
H
り
H
。
国
◆
い
男

　
o
D
o
一
す
く
二
一
Ω
9
胤
【
ρ
N
嚇
ミ
帖
鴇
ぎ
O
ミ
動
弧
。
。
。
。
9
留
巴
ド
℃
9
謡
①
9

⑤
　
さ
ミ
§
ミ
§
竪
ミ
ミ
ミ
§
鱗
§
壽
鷺
§
恥
§
ミ
さ
嚇
、
§
ミ
ミ
賄
§
壽
唾
§
㍗
さ
や

　
N
§
ミ
ミ
3
謎
＆
占
℃
0
9
℃
．
q
。
も
。
．
た
だ
し
∪
。
国
．
切
霞
σ
q
⑦
さ
b
恥
O
ミ
罫
執
ミ
噛
お

　
曼
§
冒
§
”
偽
望
噴
ミ
§
N
§
ミ
鰻
8
憶
ぎ
馬
蕃
篭
ミ
電
き
馬
ミ
層
δ
。
。
O
、
や
一
箪
～
お
b
。
．

　
よ
り
借
用
。

⑥
ノ
＜
o
ω
の
巴
ρ
．
．
U
Φ
の
巳
H
（
⑦
二
邑
話
銭
。
8
冒
く
ρ
、
．
智
ミ
逡
ぎ
象
勢
H
。
。
㊤
押

戯
①
鉱
b
。
’
や
ミ
竃
～
ド
♂
c
。
．

⑦
切
霞
σ
q
Φ
『
℃
o
》
ミ
；
℃
●
お
心
■

⑧
9
§
暮
ざ
猟
ド
。
。
8
陶
堵
。
．
濾
メ

⑨
し
d
蝕
客
臣
愚
9
§
導
畑
ミ
¢
窺
醤
宅
ミ
ミ
畑
§
ミ
8
㌣
ご
ミ
鮮
瓢
ρ
漂
b
。
O
「

⑩
　
以
上
の
記
述
は
ミ
蚕
9
図
H
O
o
。
り
一
ω
ω
噛
お
伊
ド
Q
。
c
。
舳
μ
恥
ρ
に
よ
っ
た
。

⑪
ミ
ヨ
9
自
母
N
。

⑫
軍
需
■
嵩
H
曽
や
旨
G
。
（
①
）
客
切
．

⑩
　
ミ
§
9
潤
お
O
■
及
び
国
●
霞
P

⑭
郎
將
H
”
や
お
～
c
。
O
．
に
よ
れ
ば
、
共
同
占
有
水
圏
の
貸
出
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
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が
現
金
獲
得
の
た
め
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
金
支
払
に
よ
る
水
田
貸
出
は
、

　
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
調
査
デ
サ
の
う
ち
の
水
田
の
存
在
す
る
八
デ
サ
中
の
四
デ

　
サ
、
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
で
は
共
岡
占
有
水
田
の
存
在
す
る
一
ニ
デ
サ
中
一
デ
サ
の

　
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
ミ
ョ
9
肉
」
O
ρ
に
よ
れ
ば
ジ
ョ
ン
パ
ン
県
で
は

　
地
代
を
換
金
し
て
納
め
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
年
々
多
く
の
土
地
が
低
額
で
賃
貸
さ

　
れ
る
と
い
わ
れ
る
。

⑮
録
ヨ
9
蛍
蕗
b
。
・
に
よ
れ
ば
、
ス
ラ
バ
ヤ
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
爾
県
で
は
借

　
地
料
先
払
の
有
利
な
点
と
し
て
、
高
利
貸
の
借
金
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ

　
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
利
貸
を
営
ん
だ
の
は
主
に
中
國
人
商
人
、
ハ
ジ
、
デ
サ

　
首
長
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
以
下
、
貸
付
条
件
に
関
し
て
若
干
の
例
を
掲
げ
る
。

　
「
逓
常
、
月
ご
○
％
の
利
子
を
取
る
。
」
（
ス
ラ
バ
や
県
）
　
「
田
植
時
に
～
一
・
五

　
〇
借
り
る
と
、
半
年
後
の
収
穫
時
に
は
モ
ミ
ー
ピ
コ
ル
（
～
二
・
五
〇
～
三
・
○

　
○
）
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
）
　
「
～
一
借
り
た
揚

　
合
、
一
℃
器
鴛
き
　
（
五
日
）
後
に
は
f
一
・
〇
五
を
返
済
す
る
。
」
（
シ
ド
ア
ル
ジ

　
ョ
県
）
「
少
額
貸
付
の
場
合
、
年
利
は
一
〇
〇
～
三
〇
〇
％
で
あ
る
。
多
額
貸

　
付
の
場
合
は
こ
れ
よ
り
低
利
だ
が
、
年
利
三
六
％
以
下
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
」

　
（
ジ
ョ
ン
バ
ン
県
）
詳
し
く
は
藁
ヨ
9
郵
＝
F
を
参
照
。

⑯
O
①
苞
＾
①
噂
愚
ミ
ニ
や
謡
伊

⑰
ミ
藁
9
郎
酷
P
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
の
例
。

⑯
§
劉

⑲
園
．
〉
．
◎
二
［
暮
歩

　
箕
。
智
8
■

§
馬
9
h
ミ
§
、
鯛
§
ミ
9
茜
ミ
O
ミ
ミ
§
冒
§
．
一
8
⊆
。
讐

⑳
こ
の
部
分
の
記
述
は
主
と
し
て
帖
窯
罫
や
。
。
刈
～
や
置
忘
。
’
に
よ
っ
た
。

⑳
　
ミ
9
寒
9
潮
謹
’

⑫
　
国
掌
。
沼
①
一
ヨ
雪
曽
愚
●
ミ
こ
℃
．
嵩
N

⑱
　
§
劉

⑳
　
詳
し
く
は
ρ
9
鵠
ぎ
ρ
O
》
ミ
ニ
や
Q
Q
刈
～
や
ド
爵
．
参
照
。

⑳
　
ミ
■
寒
9
国
■
自
ρ

⑳
§
鮮

⑰
ミ
ヨ
開
山
旨
も
。
■

⑱
　
例
え
ば
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
で
は
賃
労
働
の
機
会
は
四
～
九
月
は
糖
業
ブ
ラ
ン
デ
ー

　
シ
ョ
ソ
な
ど
で
の
労
働
に
よ
っ
て
充
分
に
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
月
は
不
充
分
で

　
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
詳
し
く
は
§
織
二
巴
．
を
参
照
。

㊥
　
帖
ミ
野
刈
○
。
．

⑳
切
霞
σ
Q
。
び
愚
■
ミ
‘
℃
篇
。
。
O
．

⑳
　
熾
ミ
罫
℃
■
H
o
。
ω
。

⑫
　
瓢
器
の
巴
ヨ
き
”
。
》
ミ
ニ
℃
■
一
窃
。
。
～
嵩
ρ

58　（390）

二
　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
農
村
社
会

1
　
水
濁
所
有

先
ず
土
地
所
有
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
無
業
の
借
地
は
先
述
の
よ
う
に
水
田
に
限
定
さ
れ
る
の
で
こ
こ
で
も
考
察
の
対
象
は
水

田
の
み
に
絞
ら
れ
る
が
、
各
県
の
水
田
面
積
が
全
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合
を
計
算
す
れ
ば
、
ス
ラ
バ
や
県
八
二
二
％
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
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　　　　　　　　　　　　第三表　20世紀初共同占有水田持分面積分布

合計

24，077
（100）

46，86e
〈100）

41，008
（100）

21，593

000）

133，538
（100）

一9
　　パウ

25
（O．1）

　　o

（一）

　　e

（一）

　　o

（一）

A．　6

バウ

　2
（一）

　4
（一）

　o
（一）

　8
（一）

　
25
（

14

ｨ

tv　4

　　バウ

　749
（3．1）

　26e
（O．6）

1，017
（2．5）

　179
（O，8）

2，205
（1．7）

tv　2

　　バウ

7，790
（32．4）

5，396
（11，5）

18，912
（46ユ）

11，941
（55．3）

44，039
（33．0）

tv　1

　　バウ

7，562
（31．4）

21，574
（46．0）

12，232
（29．8）

Z365
（34．1）

48，733
（36．5）

一一3／4

　　バウ

5，156
（21．4）

15，787
（33．7）

6．834
（16．7）

1，272
（5．9）

29，049
（21．8）

一一1／2

　　バウ

1，984
（8．2）

3，174
（6．8）

1，706
（4．2）

　571
（2．6）

7，435
（5．6）

一一 P／4

　　バウ

809
（3．4）

665
（1．4）

307
（O．7）

257
（1．2）

2，038
（1．5）

名詞

スラハヤ

シドアルジョ

モジョクルト

ジョンバソ

計ムロ

出所＝M．ur．　S．五，　Bij1．　II・

註：各数字は占有者数を示す。（ ）内は全占有者数に占める％である。

九
九
・
六
％
、
　
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
八
五
・
八
％
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
九
五
・
二
％
と
圧
倒
的
比
率
を

　
　
①

占
め
る
こ
と
も
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
土
地
所
有
権
の
性
格
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

し
て
は
最
近
若
干
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
こ
の
聞
題
を
全
面
的
に
取
上
げ
る
余

裕
も
な
い
の
で
、
以
下
の
記
述
に
お
い
て
は
論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
限
り
の
側
薦
に
対
象
を

限
定
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
さ
て
水
田
所
有
の
形
態
を
見
よ
う
。
一
八
六
〇
年
代
の
調
査
に
よ
れ
ば
ス
ラ
バ
や
南
部
で
は

調
査
デ
サ
三
一
の
う
ち
二
四
の
デ
サ
が
水
田
を
持
つ
が
、
こ
の
う
ち
個
人
占
有
水
田
の
み
か
ら

な
る
の
は
一
デ
サ
（
そ
の
面
積
は
僅
か
九
・
五
バ
ゥ
に
過
ぎ
な
い
）
、
共
同
占
有
水
田
に
加
え
て
個
人

占
有
水
田
も
存
在
す
る
の
は
三
デ
サ
（
合
計
面
積
は
一
三
・
五
パ
ゥ
）
で
あ
り
、
残
り
の
二
〇
デ
サ

で
は
共
同
占
有
水
田
の
み
で
あ
る
（
こ
の
二
〇
デ
サ
と
個
人
占
有
と
共
同
占
有
の
混
在
す
る
三
デ
サ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

共
同
占
有
水
田
の
面
積
を
合
計
す
る
と
二
、
○
○
○
．
ハ
ゥ
を
越
え
る
）
。
　
こ
の
よ
う
に
水
田
の
所
有
形

態
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
共
同
占
有
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
水
田
は
、
水
田
区
画
が
固
定
し
て

お
り
耕
作
老
の
み
毎
年
交
替
す
る
と
い
う
ニ
デ
サ
を
除
い
て
、
す
べ
て
毎
年
水
田
区
画
が
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

さ
れ
耕
作
者
も
交
替
す
る
。
土
地
影
響
実
施
の
時
期
は
九
月
で
あ
る
。
割
替
制
成
立
の
要
因
に

つ
い
て
は
強
制
栽
培
制
度
の
時
期
に
へ
ー
レ
ン
デ
ィ
ソ
ス
ト
が
著
し
く
強
化
さ
れ
た
た
め
、
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

挺
と
収
入
の
平
等
を
保
つ
た
め
に
実
施
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
次
に
各
農
家
当
り
の
占
有
面
積
を
見
る
。
第
三
表
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
共
同
占
有
水
田
の
持

分
面
積
の
分
布
を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
分
布
を
見
る
と
一
バ
ウ
以
下
が
六
割
強
を
占

め
、
ニ
バ
ウ
を
越
え
る
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
特
に
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
一
パ
ウ
以
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下
の
も
の
が
九
割
近
く
を
占
め
る
。
と
こ
ろ
で
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
一
バ
ウ
の
水
田
が
平
均
的
な
四
～
五
人
で
構
成
さ
れ
る
家
族
を
養
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
必
要
な
最
低
面
積
と
さ
れ
、
同
時
に
家
族
労
働
に
よ
っ
て
耕
作
し
う
る
上
限
の
広
さ
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
著
し
い
零
細
化

が
進
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
．
零
細
化
の
理
由
と
し
て
人
口
が
急
増
し
た
の
に
開
墾
の
余
地
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

あ
げ
る
考
え
方
も
あ
る
。
た
し
か
に
一
般
に
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
ま
た
開
墾
の
余
地
に
つ
い
て
も
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ど
は
既
に
一
八
穴
三
課
程
調
査
で
そ
れ
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
他
の
三
県
に
つ
い
て
も
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
ほ
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

開
墾
し
つ
く
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
理
由
で
家
計
維
持
最
低
限
度
を
下
ま
わ
る
よ
う
な
零
細
化
の
状
況
を
説
明
し
う

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
先
に
触
れ
た
へ
ー
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
の
重
圧
と
の
関
係
が
重
要
で
あ
る
。
肉
．
陶
●
に
よ
れ
ば
、
農
民

は
ヘ
ー
レ
ソ
デ
ィ
ン
ス
ト
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
来
は
負
担
義
務
の
な
か
っ
た
耕
地
非
占
有
老
に
ま
で
こ
れ
を
負
担
さ
せ
、
そ
の
か
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
水
田
の
持
分
を
与
え
た
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
持
分
の
与
え
方
は
「
以
前
三
人
に
分
割
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
が
現
在
は
四

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

人
に
分
割
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
、
従
来
の
持
分
を
細
分
す
る
形
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
細
分
化
に
よ
っ
て
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

に
六
〇
年
代
に
は
持
分
面
積
が
四
分
の
一
バ
ウ
と
か
二
分
の
一
バ
ウ
に
ま
で
縮
小
し
た
例
も
見
ら
れ
る
が
、
持
分
が
縮
小
し
す
ぎ
れ
ば
逆
に
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

イ
ン
ス
ト
負
担
は
極
め
て
困
難
と
な
る
。
こ
の
た
め
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
既
に
六
学
年
代
に
、
そ
れ
ま
で
細
分
化
を
実
施
し
て
き
た
デ
サ
が
持
分
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
圓
心
し
た
例
も
見
ら
れ
、
ま
た
九
〇
年
代
の
ス
ラ
バ
ヤ
の
一
デ
サ
で
は
権
力
が
介
入
し
て
行
き
す
ぎ
た
細
分
化
を
防
い
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

し
て
二
〇
世
紀
初
頭
に
な
る
と
、
中
部
ジ
ャ
ワ
の
共
同
占
有
地
域
で
は
持
分
数
の
固
定
が
一
般
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ス
ラ
バ
ヤ
で
も
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

箋
●
に
よ
れ
ば
最
近
は
持
分
面
積
の
変
化
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
持
分
数
は
固
定
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
以
上
に
述
べ
た
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
第
二
表
に
掲
げ
た
持
分
面
積
の
分
布
は
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
限
界
ま
で
縮
小
し
た
結
果
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
第
三
番
目
に
耕
地
非
占
有
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
非
占
有
者
の
起
源
、
性
格
な
ど
は
今
の
と
こ
ろ
不
詳
で
あ
る
が
、
少
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

一
九
世
紀
以
前
か
ら
存
在
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
彼
ら
は
更
に
家
と
屋
敷
地
を
所
有
す
る
者
と
、
そ
れ
ら
を
持
た
ず
他
人
の
屋
敷
地
に
寄
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⑳

寓
す
る
者
と
に
二
分
さ
れ
る
。
彼
ら
は
屋
敷
地
で
の
栽
培
、
水
田
占
有
者
の
農
作
業
等
の
手
伝
な
ど
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
き
た
。
先
に

見
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
層
が
持
分
の
細
分
化
に
よ
っ
て
水
田
の
持
分
占
有
者
に
「
上
昇
」
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
末
以
来
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

細
分
化
が
限
界
に
達
し
、
し
か
も
人
口
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
急
速
に
そ
の
数
を
拡
大
し
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
〇
五
年
の
統
計
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

と
、
ス
ラ
バ
や
理
事
州
全
体
で
そ
の
数
は
約
一
八
万
人
に
の
ぼ
り
、
全
農
画
数
の
四
割
を
占
め
る
。

　
第
四
番
目
に
あ
げ
る
べ
き
特
徴
点
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
六
〇
年
代
に
は
一
般
的
で
あ
っ
た
土
地
詰
替
鋼
が
、
世
紀
末
に
近
づ
く
と
全
ジ
ャ

ワ
的
に
次
第
に
廃
止
さ
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
若
干
の
数
字
で
示
す
な
ら
ば
、
土
地
煙
雲
を
伴
な
わ
な
い
固
定
持
分
制

共
同
占
有
デ
サ
の
数
は
一
八
八
二
年
の
一
〇
、
六
四
〇
が
八
七
年
に
は
一
二
、
四
二
九
、
九
二
年
に
は
一
三
、
二
〇
一
と
増
加
し
、
九
二
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

共
同
占
有
水
田
の
存
在
す
る
デ
サ
の
半
数
を
越
え
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
理
由
は
一
般
に
は
ヘ
ー
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
の
軽
減
、
地
代
三
尊
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

平
化
な
ど
が
い
わ
れ
て
い
る
。
ス
ラ
バ
ヤ
に
つ
い
て
見
よ
う
。
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
肉
。
N
§
ミ
馬
壽
喰
無
事
の
記
事
に

よ
る
と
、
一
八
八
八
年
に
同
県
の
一
〇
デ
サ
が
共
同
占
有
を
世
襲
的
個
人
占
有
に
転
換
し
た
い
旨
の
申
請
を
行
な
っ
た
が
、
そ
の
理
由
は
へ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

レ
ソ
デ
ィ
ソ
ス
ト
等
に
よ
る
困
難
が
大
半
除
去
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
九
二
年
に
は
五
四
七
の
デ
サ
で
割
替
間
隔
を
延
長
す
る
準
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
な
さ
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
、
九
四
年
に
は
ち
ょ
っ
と
で
も
可
能
な
所
で
は
毎
年
の
書
替
が
五
年
、
八
年
、
一
〇
年
毎
の
も
の
に
修
正
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
つ
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
九
六
年
の
報
告
で
は
前
年
に
三
〇
の
デ
サ
が
固
定
持
分
制
へ
移
行
し
た
と
い
わ
れ
、
九
七
年
報
告
で
は
そ
の
数
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

三
一
三
デ
サ
に
の
ぼ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
ス
ラ
バ
や
県
で
も
二
〇
世
紀
初
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ス
ラ
バ
や
郡
と
グ
タ
ソ
・
ク
ン
ド
ゥ
ソ
郡
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

毎
年
の
畳
替
が
二
、
三
、
五
年
毎
に
な
り
、
前
者
で
は
固
定
持
分
綱
も
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
般
に
は
「
よ
り
固
定
的
な
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

有
形
態
へ
移
行
す
る
傾
向
」
が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
に
本
稿
で
は
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
の
前
提
た
る
水
田
の
所
有
の
問
題
を
検
討
し
、
そ
の
特
徴
を
四
点
に
わ
た
っ
て
考
察
し
て

ぎ
た
。
さ
て
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
が
こ
れ
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
以
下
考
察
す
る
。

　
手
が
か
り
と
し
て
寸
陰
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
特
に
集
中
し
て
い
る
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
、
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
三
県
の
二
〇
世
紀
初
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頭
の
土
地
所
有
形
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ミ
ョ
¢
儲
の
記
載
す
る
統
計
に
よ
る
と
、
各
県
の
割
替
を
伴
な
う
共
同
占
有
地
持
分
の
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

有
老
数
は
そ
れ
ぞ
れ
四
六
、
八
六
〇
、
四
一
、
○
○
八
、
一
＝
、
五
九
三
人
で
あ
り
、
世
襲
的
個
人
占
有
地
及
び
固
定
持
分
制
共
同
占
有
地
の
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

有
者
数
は
一
、
三
四
五
、
五
、
〇
一
八
、
　
一
七
、
三
九
二
人
で
あ
る
。
こ
の
数
字
だ
け
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
山
県
で
も
固
定
持
分
捌
へ
の

移
行
が
あ
る
程
度
進
行
し
て
い
る
か
に
見
え
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
水
田
だ
け
で
な
く
畑
地
、
養
魚
池
な
ど
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

畑
地
や
養
魚
池
は
h
．
渇
・
段
階
で
も
一
般
に
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
各
県
毎
に
詳
し
く
見
て
ゆ
く
と
、
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ず
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
後
老
の
一
、
三
四
五
人
掛
占
有
者
の
う
ち
、
一
、
三
〇
七
人
は
養
魚
池
占
有
者
で
あ
り
、
水
田
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
完
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
割
替
を
伴
な
う
共
同
占
有
で
あ
る
。
こ
の
水
田
に
関
し
て
は
割
替
間
隔
の
延
長
、
固
定
持
分
制
へ
の
移
行
は
な
い
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
依

然
と
し
て
郎
富
段
階
と
同
様
の
毎
年
の
定
期
割
替
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
に
つ
い
て
見
る
。
こ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
畑
地
が
八
、
一
〇
一
バ
ウ
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
先
の
五
、
〇
一
八
人
は
大
半
が
畑
地
占
有
望
で
あ
っ
て
、
水
田
は
や
は
り
割
替
制
共
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

占
有
が
ほ
と
ん
ど
全
部
を
占
め
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
も
シ
ド
ア
ル
ジ
a
県
と
同
様
に
割
替
間
隔
延
長
は
見
ら
れ
な
い
。
ジ
ョ
ン
バ
ン

県
に
関
し
て
は
畑
地
面
積
も
三
、
〇
四
三
バ
ウ
と
比
較
的
少
な
く
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
鞍
替
制
の
廃
止
、
間
隔
の
延
長
な
ど
も
あ
る
程
度
ま
で

進
ん
で
い
る
。
し
か
し
注
局
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
固
定
持
分
糊
へ
の
移
行
が
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
く
、
ひ
と
た
び
固
定
持
分
制
を

採
用
し
た
デ
サ
が
、
再
び
毎
年
の
定
期
割
替
を
復
活
さ
せ
た
例
す
ら
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
一
八
九
四
年
の
映
。
ご
蔵
ミ
馬
苺
蕊
小
脳

に
よ
れ
ば
、

　
　
一
八
九
三
年
の
報
告
に
従
え
ば
、
固
定
持
分
制
共
同
占
有
が
存
在
す
る
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
の
か
な
り
多
く
の
デ
サ
に
関
し
て
は
、
現
在
は
以
下
の
如
く
報
告

　
　
さ
れ
る
。
耕
地
の
固
定
し
た
分
割
は
讐
も
婁
、
菩
暮
。
財
、
、
の
語
で
示
さ
れ
る
状
態
の
性
質
を
ど
こ
で
も
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
｝

　
　
人
の
ゴ
ゴ
ル
に
割
当
て
ら
れ
た
耕
地
の
持
分
は
、
毎
年
同
じ
場
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
ふ
つ
う
そ
の
土
地
を
年
々
糖
業
に
貸
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
す
デ
サ
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
い
え
よ
う
。

と
あ
り
、
固
定
持
分
欄
へ
の
転
換
の
困
難
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
定
期
割
替
復
活
に
関
し
て
は
九
五
、
九
六
、
九
七
、
九
八
年
の
報
告
に
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記
述
が
あ
る
が
、
九
五
、
九
八
年
報
告
で
は
そ
の
原
因
は
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
の
レ
ヘ
ソ
ト
の

一
九
〇
八
年
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
バ
ン
県
及
び
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
ト
ロ
ウ
ラ
ン
副
郡
で
か
つ
て
固
定
持
分
制
に
移
行
し
た
三
六
八
デ
サ

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
固
定
持
分
制
を
維
持
し
て
い
る
の
は
二
四
三
デ
サ
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
一
一
デ
サ
で
は
、
水
田
区
画
の
変
更
は
な
い
が

三
、
四
、
五
年
毎
に
耕
作
者
が
交
替
す
る
、
残
り
の
＝
一
五
デ
サ
で
は
、
水
田
区
画
の
変
更
を
伴
な
う
毎
年
の
定
期
割
替
が
復
活
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

述
べ
ら
れ
、
そ
の
原
因
と
し
て
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
営
業
地
帯
で
は
基
本
的
に
は
毎
年
の
割
替
と
い
う
肉
電
肉
．
段
階
で
み
た
水
田
断
有
の
構
造
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
原
因
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
と
の
関
連
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
検
討
し
て
み
よ
う
。
先
に
も
あ
げ
た
九
五

年
の
説
ミ
§
ミ
馬
壽
実
魁
薦
は
「
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
原
住
民
の
土
地
貸
出
者
は
な
お
、
世
襲
的
個
入
占
有
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
一
時
的
に
土
地

の
使
用
権
を
完
全
に
失
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
よ
り
も
、
共
同
占
有
の
場
合
に
の
み
可
能
な
よ
う
に
、
貸
出
し
た
土
地
区
画
の
か
わ
り
に
他
の
区

画
を
一
時
的
に
利
用
で
き
る
こ
と
の
方
を
は
る
か
に
優
先
す
る
。
」
と
こ
の
点
を
説
開
す
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
部
分
の
文
章
に
は
塞
ヨ
に
こ

れ
を
引
用
し
た
編
老
の
註
が
付
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
転
換
を
共
同
占
有
か
ら
世
襲
的
個
人
占
有
へ
の
移
行
と
見
な
す
の
は
誤
ま
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

理
解
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
先
述
の
如
く
ス
ラ
バ
や
理
事
州
で
は
世
襲
的
個
人
占
有
へ
の
転
換
は
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

註
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
引
用
文
中
の
「
世
襲
的
個
人
占
有
者
」
は
「
固
定
持
分
制
共
同
占
有
」
、
「
共
同
占
有
」
は
「
定

期
割
替
制
」
と
読
み
か
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
ミ
ョ
に
載
せ
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
バ
ン
県
に
関
す
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
固
定
持
分
制
が
三

業
へ
の
土
地
貸
出
に
よ
っ
て
急
速
に
杜
絶
し
た
理
由
と
し
て
、
　
「
こ
の
企
業
は
な
お
ひ
と
ま
と
め
に
さ
れ
た
区
画
を
一
括
借
地
す
る
こ
と
の
み

希
望
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
そ
の
区
画
内
に
あ
る
彼
の
持
分
を
貸
出
す
こ
と
を
望
ま
な
い
ゴ
ゴ
ル
（
持
分
占
有
者
）
は
、
他
の
区
画
の
土
地
を
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

望
し
、
彼
の
持
分
を
そ
れ
に
含
ま
れ
な
い
持
分
と
交
換
す
る
」
と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
年
々
栽
培
用
地
を
変
更
し
、

し
か
も
こ
の
用
地
を
毎
年
一
区
画
に
ま
と
め
て
借
地
す
る
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
希
望
に
応
じ
る
に
は
、
土
地
貸
出
反
対
者
の
持
分
を
年

々
自
由
に
移
動
さ
せ
う
る
毎
年
の
定
期
割
替
綱
の
方
が
都
合
が
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
よ
う
に
、
デ
サ
の
全
水
田
を
対
象
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に
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
場
合
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
記
述
が
乏
し
い
が
、
　
「
毎
年
先
ず
新
た
に
砂
糖
キ
ビ
栽
培
用
地
を
確
定
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

そ
の
後
は
じ
め
て
米
や
裏
作
の
た
め
の
区
画
を
指
定
す
る
」
と
い
う
プ
カ
ロ
ソ
ガ
ソ
理
事
州
で
な
さ
れ
た
よ
う
な
方
式
で
、
毎
年
三
分
の
一
つ

つ
の
水
田
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
用
地
と
し
て
確
保
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
や
り
方
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
す
る
に
は
、
毎
年
の
定

期
割
替
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
よ
っ
て
毎
年
の
定
期
．
割
信
が
温
存
さ
れ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
農
民
の
土
地
所
有
権
が

依
然
と
し
て
未
確
立
で
あ
り
、
土
地
に
対
す
る
共
同
体
の
規
制
が
色
濃
く
残
存
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
商
品
経
済
の
急
速
な
発
展
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
水
田
の
集
積
ー
ー
地
主
的
土
地
所
有
の
形
成
発
展
は
こ
の
地
域
で
は
基
本
的
に
阻
止
さ
れ
た
。
他
地
域
と
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、

例
え
ば
世
襲
的
個
人
占
有
が
一
般
的
な
西
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
は
、
プ
リ
ア
ン
ゲ
ル
な
ど
で
の
例
に
見
ら
れ
る
如
く
土
地
集
積
が
一
定
進
行
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

二
五
バ
ゥ
を
越
え
る
地
主
も
存
在
す
る
し
、
ま
た
ス
ラ
バ
や
理
事
州
内
に
お
い
て
も
ス
ラ
バ
や
県
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
、
ハ
ジ
や
デ
サ
首

長
な
ど
に
よ
る
養
魚
池
の
集
積
が
見
ら
れ
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
で
は
個
人
占
有
地
が
売
買
や
借
地
に
よ
っ
て
集
積
さ
れ
、
幾
人
か
の
村
落
首
長
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ハ
ジ
は
こ
う
し
て
大
土
地
所
有
者
と
な
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
割
替
制
を
と
る
水
田
の
場
合
、
売
買
は
あ
り
え
ず
、
借
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

よ
っ
て
土
地
を
集
積
す
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
賃
貸
期
間
は
最
大
で
も
一
年
間
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
賃
貸
は
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

除
い
て
増
加
し
て
い
な
い
。
ま
た
官
業
地
帯
で
は
、
こ
れ
ら
の
住
民
間
の
土
地
貸
借
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
貸
出
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
た

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
か
く
し
て
、
ス
ラ
バ
や
南
部
で
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
段
階
で
は
一
般
に
一
バ
ウ
前
後
の
零
細
な
占
有
規
模
の
農
民
が

存
在
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
ゆ
え
に
、
大
童
に
存
在
す
る
非
占
有
農
民
の
う
ち
、
刈
分
小
作
や
耕
作
請
負
に
従
事
す
る
者
の
比

率
は
ス
ラ
バ
や
理
事
州
全
体
で
は
わ
ず
か
二
・
三
％
に
す
ぎ
ず
、
全
ジ
ャ
ワ
・
マ
ヅ
ラ
の
平
均
値
一
〇
・
五
％
に
比
べ
て
著
し
く
低
い
。
逆
に
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
労
働
者
と
し
て
働
く
老
の
比
率
は
全
体
平
均
九
・
一
％
に
対
し
、
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
三
二
・
二
％
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
地
主
的

土
地
所
有
が
未
展
開
な
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
、
彼
ら
は
小
作
人
層
を
形
成
し
え
ず
、
い
わ
ば
慢
性
的
な
失
業
状
況
に
あ
り
、
賃
労
働
の
機
会
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
唯
一
の
産
業
た
る
食
気
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
労
働
者
と
し
て
流
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
先
に
垂
簾
ブ
ラ
ン
デ
ー
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シ
ョ
ン
労
働
老
の
低
賃
金
の
理
由
と
し
て
労
働
力
翼
壁
と
い
う
点
を
あ
げ
た
が
、
非
占
有
農
民
の
こ
の
よ
う
な
存
在
様
態
が
こ
の
労
働
力
過
剰

の
一
つ
の
内
容
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
、
次
に
視
点
を
変
え
て
、
住
民
農
業
と
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
2
　
住
民
農
業

　
ジ
ャ
ワ
の
水
田
農
業
は
一
般
に
一
二
月
～
三
月
の
西
モ
ン
ス
ー
ン
の
吹
く
雨
季
に
米
、
六
～
九
月
の
東
モ
ン
ス
ー
ン
の
乾
季
の
頃
に
は
裏
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

物
を
栽
培
す
る
一
年
で
完
結
す
る
作
付
体
系
を
有
す
る
。

　
先
ず
米
作
の
特
色
を
見
て
い
こ
う
。
田
植
に
至
る
ま
で
の
準
備
作
業
は
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
を
例
に
と
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
先
ず
水

田
に
注
水
し
、
黎
に
よ
る
第
一
圓
の
耕
園
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
約
　
○
日
間
お
い
て
第
二
圓
耕
起
が
な
さ
れ
、
更
に
パ
チ
ョ
ル
を
用
い

て
代
掻
が
実
施
さ
れ
る
。
こ
れ
が
終
る
と
水
田
は
五
日
間
放
置
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
雑
草
な
ど
の
残
留
物
が
除
去
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
田
面
を
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

一
化
す
る
た
め
に
第
二
圓
国
の
代
掻
が
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
が
済
め
ば
田
植
の
準
備
は
完
了
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
心
墨
に
使
用
さ
れ
る
摯
は
ジ
ャ
ワ
黎
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
一
般
に
は
水
牛
二
頭
を
牽
引
力
と
す
る
が
、
深
耕
能
力
は
不
充
分
で
あ
る
。
田
植

は
苗
代
へ
の
播
種
後
三
五
～
五
〇
日
で
実
施
さ
れ
る
。
苗
の
丈
は
約
二
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
田
植
は
女
性
の
仕
事
で
あ
り
、
作
業
時
間
は
午
前

六
時
～
＝
時
及
び
午
後
四
時
～
六
時
で
あ
る
。
一
バ
ウ
の
水
田
の
田
植
を
終
え
る
に
は
、
五
〇
人
の
労
働
力
を
投
入
し
て
四
時
間
を
要
す
る

　
　
　
　
㊥

と
い
わ
れ
る
。
さ
て
そ
の
後
、
水
の
入
れ
か
え
、
除
草
な
ど
を
経
て
収
穫
期
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
使
用
さ
れ
た
品
種
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

晩
稲
、
中
稲
、
早
稲
の
区
別
が
あ
り
、
栽
培
必
要
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
五
～
六
ケ
月
、
四
～
五
ケ
月
、
三
・
五
～
四
・
五
ケ
月
で
あ
る
。
水
田
へ
の

施
肥
は
ジ
ャ
ワ
の
土
壌
が
一
般
に
は
肥
沃
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
西
ジ
ャ
ワ
の
パ
ソ
ド
ソ
周
辺
や
プ
リ
ア
ソ
ゲ
ル
地
方
で
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

第
に
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
以
外
は
、
ま
だ
一
部
の
農
民
に
国
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
収
奪
安
定
、
高
収
量
実
現
に
は
灌
概
の
整
備
が

第
一
義
的
に
重
要
で
あ
る
。
こ
の
点
は
ス
ラ
バ
や
理
事
州
に
つ
き
各
品
種
毎
の
バ
ウ
当
り
収
量
を
県
別
に
一
覧
し
た
第
四
表
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
ろ
う
。
ま
た
ス
ラ
バ
や
理
事
州
内
の
各
県
に
お
け
る
灌
概
の
普
及
率
は
第
一
表
に
示
し
た
と
お
り
だ
が
、
一
般
に
河
川
か
ら
の
灌
概
が
未
発
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第四表　20世紀初スラバや理事州におけるバウ当りモミ収量

域（灌概状況）
t晩　　稲　1中　　稲　｝早　　稲　1早稲（乾季）

地

20　’v　25

一

一
一

30
@
2
0

35

@
2
5
40 30

40
@
3
0

　　　　50　1　4

　　20

　　20

12　一一　20

30　tv　35

　　　30

25　”v　30

18　tv　30

　　35

　　35

25　一v　40

スラバや県ジヤバコタ郡（瀬既田）

　■！　　グヌソ・ケンデソ郡（天水田）

シドアルジョ県（灌瀧田）

モジョクルト県

ジョンバソ県

グリセ県（大半が天水田）

ラモンガン県

出所二MW．S．L．，197．より作成。

註：単位はピコルである。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

展
で
米
作
に
必
要
な
水
を
自
然
の
降
雨
を
た
め
池
に
た
め
て
利
用
し
て
い
る
北
部
で
は
し
ば
し

　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ば
凶
作
に
襲
わ
れ
、
全
体
と
し
て
経
済
状
況
も
南
部
よ
り
も
悪
い
と
い
わ
れ
る
。
さ
て
、
こ
れ

ら
の
灌
概
工
事
は
大
規
模
な
も
の
は
へ
ー
レ
ソ
デ
ィ
ン
ス
ト
に
よ
っ
て
、
小
規
模
な
も
の
は
デ

サ
単
位
、
あ
る
い
は
数
デ
サ
が
連
合
し
て
実
施
さ
れ
た
。
水
路
等
の
維
持
保
全
は
一
般
に
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

か
ら
受
水
す
る
水
田
占
有
者
に
課
せ
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。

　
次
に
裏
作
を
検
討
す
る
。
ス
ラ
バ
ヤ
に
お
け
る
主
要
な
作
物
と
し
て
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

花
生
、
大
豆
、
甘
藷
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
物
は
栽
培
必
要
期
間
が
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

較
静
黙
か
い
の
で
、
乾
季
中
に
二
回
の
収
穫
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
他
、
条
件
の
許
す
と
こ
ろ

で
は
米
の
乾
季
作
も
行
な
わ
れ
る
が
、
ス
ラ
バ
や
県
で
周
年
灌
概
田
の
四
六
％
を
占
め
る
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

は
、
そ
の
比
率
は
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
さ
て
こ
れ
ら
の
内
容
を
持
つ
住
民
農
業
は
、
先
に
見
た
零
細
な
土
地
所
有
に
対
応
し
て
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

規
模
も
零
細
で
あ
り
、
一
般
に
は
家
族
労
働
力
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
る
。
特
に
労
働
力
を
多
く

必
要
と
す
る
田
植
、
収
穫
な
ど
の
作
業
の
み
他
人
労
働
が
使
用
さ
れ
る
が
、
従
来
こ
れ
に
は
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

サ
内
の
相
互
扶
助
慣
行
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
十
九
世
紀
末
ご
ろ
に
な
る
と
相
互
扶
助
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

次
第
に
用
い
ら
れ
な
く
な
り
、
か
わ
っ
て
労
働
者
雇
用
が
．
増
加
す
る
と
い
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
本
稿
で
は
先
に
輩
下
地
帯
に
お
け
る
割
替
制
維
持
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
こ
の
こ

と
と
住
民
農
業
と
は
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
的
に
い
え
ば
、
割
替
制
の
存
在

は
農
業
発
展
の
障
害
で
あ
っ
た
。
六
〇
年
代
の
ス
ラ
バ
ヤ
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
住
民
は
固
定
持

分
制
の
方
が
農
業
に
と
っ
て
望
ま
し
い
こ
と
を
認
め
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
占
有
が
継
続
す
る
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第五表　糖業への土地貸出によるバウ当り平均損失額

項　　　　　　目 1・ド・ルジ・
モジョクルト ジョンノミン

・・貸出輔・犠牲・な・嬢飴計レ15・ ∫105 ∫　95

@A・米作×1回
@A2裏作×1回
@A3裏作×κ回
@A4裏作×渥回

f11G①
u　30

u　10②

プ　75⑤

u　20⑥

黶轣@10⑦

∫　75⑪

?　20

鼈
ユ3．砂糖キビ栽培による米の収量減退分 五　20 f　40

B1　早稲栽培による減耶こ

a2砂糖キビ栽培後の水田の減収
一③

レ
・
・
⑧
i

∫　25⑫

＝@15⑬

・・婁暢よって生じる余分な労働の「　　　！∫・

D．損失額合計（A十B十C） μ5・　レ13・⑨レ・35⑭
E。平均賃貸料収入

一 レ35　レ・・
F．水田耕作必要経費 ④； f25⑩｝ f　15⑩

出所：M．W．　S．　H．，410．より作成。

表註：①晩稲を基準にバウ当り40ピコルの収量，1ピコルあたりf，2．75で計算されている。

　　　②砂糖キビが5月から9月までに収獲される土地の裏作物に関する数値であると説明され

　　　　ている。

　　　③　この県では砂糖キビ栽培に使用する直前の栽培にも早稲は使用しない。

　　④　計算に入れられていない。
　　⑤　収穫に参加した雇用労鋤に紺する報91　bawonを差し引いた収量30ピ＝ルに1ピコルあ
　　　　たりf，2．50のモミ価格を乗じている。

　　⑥　砂糖キビ栽培年の裏作についてであるとされる。

　　⑦　砂糖キビ収穫年の裏作についてであるとされる。

　　⑧　晩稲に比べて収量の低いこと，価格の安いことの二つを内容とする。
　　⑨　砂糖キビ収穫後の水田の収量がかなり悪いため，損失額はしばしばこれを上まわるとさ

　　　れる。
　　⑩耕作費，苗購入費，スラマタン費用，運搬費などが内容としてあげられている。
　　⑪　パウ当り30ピコル、1ピコル当り／：2．50で計算されている。

　　⑫早稲はバウ当り収量が25ピコル，1ピコノレ当りでf，2あると計算される。

　　⑬減収率20％で計算されている。
　　⑭水田の畔を作ったり，秒糖キビの切株を除去したりするのに必要なコストはこの計算か
　　　　ら除かれている。

　　　＊　なお，表中のE，Fは土地貸出により得られるか，省くことのできる額である。表中の

　　　一は，その項営に概嘉するものがないことを示す。
　　　　スラバや県については，114・va．　S．　H．，410はただバウ当り約f，100と数字をあげる

　　　のみで，各項についての説i嘱はない。
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こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
は
毎
年
新
た
に
作
り
な
お
し
て
い
る
水
路
を
変
更
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
水
路
が
確
定
さ
れ
る
の
で
、
灌
概
に
と
っ

て
最
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
」
こ
と
、
割
替
制
の
も
と
で
は
「
痩
せ
た
区
画
を
割
当
て
ら
れ
た
場
合
、
翌
年
は
肥
沃
な
区
画
が
得
ら
れ
る
だ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

う
と
考
え
る
の
で
、
そ
れ
を
骨
身
を
削
っ
て
耕
作
し
よ
う
と
は
し
な
い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
割
替
制
は
灌
概
の

面
で
障
害
と
な
り
、
ま
た
農
業
の
労
働
意
欲
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
割
替
制
の
も
と
で
は
土
地
改
良
へ
の
努
力
も
ま
た
当

然
出
て
こ
な
い
。
一
八
九
二
年
の
調
査
報
告
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
農
業
を
評
し
て
共
同
占
有
は
農
業
発
展
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

由
と
し
て
施
肥
が
行
な
わ
れ
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
肉
．
肉
．
に
よ
れ
ば
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
デ
サ
　
ジ
ャ
テ
ィ
カ
ラ
ン
の
住
民
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

固
定
持
分
制
が
望
ま
し
い
理
由
と
し
て
、
念
入
り
な
作
業
と
施
肥
に
よ
っ
て
土
地
改
良
し
う
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
グ
リ
華
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

で
は
甘
受
間
隔
を
延
長
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
施
肥
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
割
替
制
の
も
と
で
は
土
地

改
良
を
行
な
わ
ず
自
然
の
地
力
に
依
存
す
る
と
い
う
農
法
が
維
持
さ
れ
る
。

　
さ
て
以
下
こ
の
よ
う
な
住
民
農
業
に
対
し
て
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
拡
大
が
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察
し
、
前
章
で
触
れ
た
多
士
地
帯
に
お
け
る
貧

困
化
の
構
造
を
探
り
た
い
。

　
ミ
ョ
に
は
窯
業
へ
の
土
地
貸
出
に
よ
っ
て
生
じ
る
一
バ
ウ
当
り
の
平
均
損
失
額
を
計
算
し
た
項
が
あ
り
、
そ
れ
を
一
覧
表
に
ま
と
め
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

第
五
表
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
計
算
方
式
に
は
理
解
し
が
た
い
点
も
あ
る
が
、
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
が
住
民
の
貧
困
化
の
原
因
と
な
っ
た
と
い

う
点
は
、
こ
の
計
算
か
ら
極
め
て
明
確
に
示
さ
れ
る
。
第
　
に
E
、
F
の
合
計
が
A
項
に
比
べ
て
低
す
ぎ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
ス
ラ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ヤ
南
部
各
県
で
は
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
払
う
借
地
料
は
一
般
に
引
き
合
っ
た
額
で
は
な
い
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
の
報
告
も
あ
る
が
、

そ
の
理
由
は
こ
の
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
B
が
貧
困
化
要
因
と
し
て
か
な
り
の
比
重
を
占
め
る
。
以
下
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
よ

、
つ
。

　
先
ず
耳
の
早
稲
栽
培
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
早
稲
は
第
四
表
に
示
し
た
如
く
晩
稲
に
比
べ
か
な
り
収
量
が
落
ち
、
質
も
劣
る
。
と
こ
ろ
が
砂

糖
キ
ビ
栽
培
用
地
の
造
成
に
四
月
初
旬
か
ら
取
り
か
か
る
た
め
に
は
収
穫
期
の
遅
い
晩
稲
が
そ
こ
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
と
都
合
が
悪
い
の
で
あ
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り
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
側
は
早
稲
栽
培
を
望
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
、
ジ
ョ
ン
バ
ン
両
県
で
は
、
賃
貸
契
約
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

貸
出
す
前
の
水
田
に
は
早
稲
を
栽
培
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
次
に
残
を
見
る
。
減
収
の
理
由
の
一
つ
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
よ
る
地
力

の
低
下
で
あ
る
が
、
こ
の
他
に
こ
の
栽
培
後
の
土
地
は
切
株
除
去
等
の
余
分
な
作
業
を
必
要
と
し
、
水
田
造
成
が
拙
速
に
流
れ
が
ち
で
田
植
期

ま
で
に
田
面
の
準
備
が
充
分
に
で
き
な
い
こ
と
、
苗
は
専
ら
翌
年
貸
出
し
を
行
な
う
水
田
の
た
め
に
早
く
か
ら
準
備
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

の
水
田
の
田
植
時
に
は
し
ば
し
ば
成
長
し
す
ぎ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
さ
て
第
五
表
に
含
ま
れ
る
収
量
減
退
は
雨
季
米
作
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
以
外
に
も
乾
季
の
灌
概
用
水
配
分
の
問
題
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
は
早
く
も
一
八
九
三
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
糖
業
へ
の
給
水
が
倥
民
農
業
に
対
す
る
灌
概
に
損
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
分
析
を
乾
季
に
限
定
す
る
の
は
、
　
一
般
に
ジ
ャ
ワ
の
河
川
は
雨
季
に
は
充
分
な
水
量
を
有
す
る
と
い

　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

わ
れ
る
こ
と
、
　
ス
ラ
バ
ヤ
で
も
雨
季
の
灌
概
用
水
配
分
間
題
は
生
じ
て
い
な
い
と
報
告
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
乾
季
に
は

最
も
水
の
豊
富
な
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
で
す
ら
、
　
上
流
と
下
流
の
住
民
の
間
で
し
ば
し
ば
水
争
い
が
発
生
し
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

⑨
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
さ
て
灌
概
問
題
解
決
の
た
め
に
様
々
な
対
策
が
採
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
二
〇
世
紀
初
頭
の
ス
ラ
バ
ヤ
で
は
昼
夜
給
水
法
と
呼

ば
れ
る
配
水
法
が
実
施
さ
れ
た
。
一
九
〇
三
年
六
月
二
七
日
付
の
ス
ラ
バ
や
理
事
の
命
令
書
に
よ
れ
ば
、
　
「
水
は
日
中
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た

め
に
使
用
さ
れ
、
原
住
民
の
裏
作
物
の
栽
培
の
た
め
の
使
用
は
夜
間
の
み
に
限
定
さ
れ
る
」
と
、
乾
季
に
は
昼
間
は
罷
業
、
夜
間
は
住
民
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥

に
給
水
す
る
原
則
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
命
令
に
よ
れ
ば
、
昼
間
と
は
最
大
限
で
午
前
六
時
か
ら
午
後
五
時
と
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
配
水
の
実
態
を
見
る
と
「
東
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
一
地
域
へ
の
給
水
量
は
、
そ
の
地
域
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
に
か
か
っ
て
い
る
し

（
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
）
、
「
一
地
域
へ
の
給
水
量
は
そ
の
地
域
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
広
さ
に
か
か
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
特
に
こ
の
栽
培
の
少
な
い
地

域
の
袈
作
に
不
利
で
あ
る
」
（
モ
ジ
・
ク
ル
・
恥
）
と
述
べ
ら
れ
る
如
く
・
明
ら
か
に
糖
養
先
で
あ
・
た
・
そ
し
て
糖
葦
中
農
で
も
住
民

農
業
は
夜
間
し
か
受
水
で
き
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
糖
業
が
先
の
昼
夜
給
水
法
を
必
ず
し
も
遵
守
し
た
わ
け
で
は
な
い
な
ど
の
こ
と
に
よ
り
、
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㊥

裏
作
へ
の
給
水
は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
配
水
要
求
に
左
右
さ
れ
る
と
い
っ
た
状
況
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
窯
業
地
帯
で
は
貸
出
デ
サ

だ
け
で
な
く
、
全
般
的
に
裏
作
に
お
け
る
水
不
足
問
題
が
発
生
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
こ
の
結
果
、
裏
作
面
積
が
減
少
し
た
。
例
え
ば
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
よ
う
に
比
較
的
水
を
必
要
と
す
る
作
物
は
減
収
と
な
る
（
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
）
、

小
面
積
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
が
昼
間
に
ほ
と
ん
ど
全
部
の
水
を
お
さ
え
て
し
ま
う
た
め
裏
作
物
の
栽
培
が
減
少
し
た
、
水
を
必
要
と
す
る
価
値
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

高
い
作
物
を
栽
培
で
き
な
い
（
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
）
な
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
、
ま
た
乾
季
の
米
作
も
給
水
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
な
限
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

縮
小
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
住
民
農
業
は
表
作
、
裏
作
と
も
に
悪
影
響
を
被
り
、
そ
の
発
展
を
阻
害
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

こ
れ
が
糖
業
地
帯
に
お
け
る
貧
困
化
の
主
要
な
構
造
で
あ
っ
た
。
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①
ミ
運
。
9
ト
こ
切
甚
9
ド
よ
り
算
出
。

②
　
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
加
納
啓
良
「
デ
サ
共
同
体
に
関
す
る
｝
考
察
1
一
『

　
現
地
人
土
地
権
調
査
最
終
提
要
』
を
素
材
に
i
」
、
（
「
ア
ジ
ア
研
究
」
二
ニ
ー

　
四
）
、
同
「
十
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
土
地
鋼
度
と
村
落
（
デ
サ
）
共
同
体
」
（
斎
藤
仁

　
編
「
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
」
一
九
七
六
年
所
収
）
、
内
藤
能
虜
「
中
部
ジ
ャ

　
ワ
に
お
け
る
土
地
保
有
と
村
落
の
土
地
処
分
権
に
つ
い
て
」
（
「
一
橋
論
叢
」
七
二

　
i
五
）
、
同
「
十
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
「
土
地
占
有
形
態
」
再
考
ー
ジ
ャ
ワ
村
落

　
の
歴
史
的
性
格
に
関
す
る
「
考
察
一
」
（
「
ア
ジ
ア
研
究
」
二
四
1
「
）
、
同
「
「

　
九
世
紀
中
葉
の
ジ
ャ
ワ
村
落
に
お
け
る
賦
役
遂
行
ー
ジ
ャ
ワ
村
落
の
歴
史
的
性

　
格
に
関
す
る
一
考
察
ー
ー
」
　
（
「
一
橋
論
叢
」
七
八
－
三
）
、
森
弘
之
「
ジ
ャ
ワ
の

　
「
共
同
占
有
」
と
強
制
栽
培
制
度
」
（
「
社
会
経
済
史
学
」
四
一
！
四
）
な
ど
が
あ

　
る
。

③
箇
葡
．
ピ
し
d
蔓
．
｝

④
＆
ミ
リ
や
㊥
。
。
～
8
9

⑤
男
い
℃
o
簿
g
．
、
餌
。
汁
即
。
α
q
ド
ヨ
。
簿
。
℃
9
ぐ
。
昏
質
置
く
器
Ω
8
昌
α
O
o
o
同

　
H
三
ρ
鼠
⑦
諾
p
碧
三
①
？
H
三
ρ
邑
霞
ρ
、
、
窒
ミ
亀
ぎ
9
勢
一
。
。
Φ
♪
畠
。
㊦
一
．
b
。
魑
℃
。

　
一
ま
込
Ω
。

⑥
ス
ラ
バ
ヤ
に
関
し
て
は
周
謁
．
H
押
や
b
。
b
⊃
刈
～
卜
。
b
。
ρ
を
参
照
。
森
、
内
藤
、
加

　
納
の
各
氏
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
｝
致
し
て
認
め
て
お
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
前
掲

　
諸
論
文
参
照
。

⑦
口
p
ω
の
巴
ヨ
p
P
o
》
ミ
ニ
や
b
。
㊤
①
．
及
び
肉
謁
■
H
中
層
切
蔓
ン
＜
．
や
。
。
。
。
・

⑧
例
え
ば
深
澤
八
郎
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
土
地
問
題
」
（
「
農
業
総
合
研
究

　
」
四
一
四
）
は
こ
の
典
型
で
あ
る
。
深
澤
氏
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
ジ
ャ
ワ
往
会

　
貧
困
化
の
第
一
の
原
因
と
し
て
こ
れ
を
考
え
て
お
ら
れ
る
。

⑨
詳
し
く
は
霞
β
ゆ
ω
器
H
日
p
P
。
》
ミ
こ
切
二
一
。
や
参
照
。
ス
ラ
バ
や
理
購
州
に
関

　
す
る
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
は
藁
囲
堕
景
印
切
蔵
幽
H
・
を
参
照
。

⑩
口
①
α
q
・
巴
品
ω
8
仙
①
旨
8
犀
コ
舞
H
冨
伴
び
㊤
巳
げ
Φ
昌
名
冒
く
p
H
。
。
①
G
。
り
這
“
琴

　
㌣
讐
ミ
守
§
ミ
ミ
勲
O
①
9
b
⊃
ω
■
や
b
。
刈
○
。
亭
同
様
の
記
述
は
菊
①
σ
q
①
o
目
貯
σ
q
ω
O
ロ
α
o
這
O
巴
【

　
審
p
目
9
国
8
寒
象
。
℃
8
8
£
8
コ
窪
σ
Q
δ
＆
Φ
コ
」
G
。
①
8
鼠
§
聴
恥
ミ
§
§
§
童

　
曾
O
一
．
一
溌
や
嵩
ド
に
も
見
ら
れ
る
。



糖業プランテーションとジャワ農村社会（植村）

⑪
男
団
。
聾
魯
。
・
噂
．
．
国
8
き
琶
。
。
9
自
伴
。
・
①
3
鼠
、
．
…
．
。
鼠
Φ
罠
。
Φ
搾
鵠
甲
山
。

　
く
⑦
弓
嵩
。
露
窪
臼
。
誹
富
［
回
”
お
O
N
ミ
ミ
㌧
銃
肉
鳥
§
o
§
前
馬
。
§
四
§
b
恥
器
噛
国
㎞
ド

　
邸
Q
。
噛
及
び
ミ
｝
飼
い
●
肉
こ
b
。
P

⑫
ス
ラ
バ
や
理
事
州
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
鋼
鐸
H
．
や
2
・

　
周
葡
．
H
H
「
し
d
甚
’
≦
二
や
○
。
。
。
～
Q
。
ρ
肉
・
聚
H
囲
囲
．
や
①
隠
妻
「
刈
①
「
Q
。
企
○
。
メ
リ
㎝
．

　
を
参
照
。

⑬
モ
ジ
ョ
ロ
ト
村
の
例
。
趨
知
H
押
下
鴇
×
．
℃
．
㊤
ω
■

⑭
　
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
レ
ヘ
ソ
ト
州
ト
ゥ
ラ
ワ
ス
村
、
グ
リ
セ
レ
ヘ
ン
ト
州
ウ
ド
ロ
バ

　
ユ
ン
村
な
ど
の
例
。
肉
・
偽
・
目
り
℃
・
刈
伊

⑮
国
葡
．
H
”
娼
．
誤
’
に
よ
れ
ば
チ
ェ
リ
ボ
ン
理
事
州
で
は
「
デ
ィ
ン
ス
ト
が
重
く
、

　
｝
五
〇
平
方
ル
ー
デ
ン
（
五
〇
〇
平
方
ル
ー
デ
ン
ほ
一
バ
ウ
）
の
持
分
と
は
つ
り

　
あ
わ
な
い
の
で
、
住
民
に
水
田
持
分
を
受
取
ら
せ
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
」
と
か
、

　
プ
カ
ロ
ソ
ガ
ソ
理
購
州
で
は
「
こ
ん
な
小
さ
な
持
分
の
た
め
に
デ
ィ
ン
ス
ト
を
負

　
担
す
る
く
ら
い
な
ら
職
人
に
な
る
。
」
と
｝
農
民
が
述
べ
た
な
ど
と
報
告
さ
れ
て

　
お
り
、
デ
ィ
ン
ス
ト
負
担
を
逃
れ
る
た
め
持
分
受
取
を
拒
否
し
た
農
民
の
存
在
が

　
想
定
さ
れ
よ
う
。

⑯
　
画
黙
繕
噂
℃
¶
『
◎
に
六
デ
サ
が
例
＝
爪
さ
れ
る
。

⑰
映
。
N
§
ミ
恥
§
講
ミ
脚
H
。
。
O
。
。
、
℃
．
。
。
卜
。
■
出
所
は
鐘
釦
H
H
押
や
H
。
。
P

⑱
同
．
鋭
国
．
U
ρ
く
。
巨
ρ
、
、
O
①
N
α
q
鐸
O
。
昌
舅
呂
巴
Φ
切
。
ロ
≦
〈
巴
α
①
ロ
ぎ
蜜
7

　
α
α
Φ
亨
冒
く
P
”
、
映
ミ
§
簿
ミ
ミ
“
逡
ミ
ミ
”
お
一
？
鉗
や
b
。
o
。
N

⑲
ミ
ヨ
9
肉
」
り

⑳
中
部
ジ
ャ
ワ
の
デ
マ
ク
地
方
で
一
七
九
六
年
に
行
な
わ
れ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、

　
こ
の
地
方
で
は
デ
サ
内
に
切
。
。
白
一
窃
江
水
田
な
ど
を
耕
作
す
る
者
と
、
男
ρ
三
。
〒

　
O
o
品
口
耕
地
を
持
た
な
い
者
の
二
階
層
が
存
在
し
、
後
者
に
は
そ
れ
が
開
墾
に

　
よ
っ
て
耕
地
を
持
つ
ま
で
は
諸
種
の
負
担
は
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
詳
し
く
は
肉
．
隠
。
H
H
嘲
切
嘗
’
囚
鋭
．
を
参
照
。

⑳
　
詳
し
く
は
両
勘
．
隠
H
曽
や
◎
Q
心
～
o
Q
9
を
参
照
。

＠
　
ミ
ヨ
9
笥
二
置
①
’

⑳
出
汐
ω
。
巨
p
戸
。
》
ミ
ニ
田
や
目
よ
り
算
出
。

⑳
　
潤
鐸
H
目
目
二
や
一
刈
ρ
た
だ
共
岡
占
有
を
世
襲
的
個
人
占
有
へ
と
転
換
す
る
こ

　
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
転
換
令
」
吻
ミ
ミ
み
貯
罫
一
。
。
。
。
μ
累
。
．

　
H
O
P
は
必
ず
し
も
成
功
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
国
母
則
雄
氏
に
よ
れ
ば
「
こ

　
の
規
定
は
慣
習
法
に
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
た
め
大
部
分
死
文
化
」
し
た
と
い

　
わ
れ
る
が
　
（
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
土
地
制
度
史
概
要
」
、
岸
幸
一
・
馬
淵
東
一
編
著

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
構
造
」
　
一
九
六
九
年
所
収
℃
・
激
劇
）
、
そ
の
主
た
る

　
理
由
は
、
各
地
域
に
お
い
て
必
ず
し
も
へ
ー
レ
ソ
デ
ィ
ソ
ス
ト
が
公
正
に
軽
減
さ

　
れ
た
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に

　
つ
い
て
詳
し
く
は
≦
．
囚
．
く
ρ
昌
U
o
α
①
営
’
、
．
U
o
p
α
q
冨
鼠
ω
o
げ
。
搾
毛
。
ω
註
o
o
℃

　
乏
く
p
．
、
守
ミ
馬
篭
富
O
ミ
恥
旨
。
。
O
ρ
山
。
。
一
b
。
’
℃
．
鉾
謡
～
卜
。
δ
Φ
．
を
参
照
。

⑮
　
瓢
器
。
。
巴
ヨ
p
戸
。
》
ミ
こ
や
。
。
α
～
ω
①
．

⑳
映
ミ
§
ミ
馬
§
ミ
轟
H
。
。
。
。
O
層
や
。
。
り
。
ミ
ヨ
9
郵
〕
W
菅
心
．
所
収
。

⑳
§
“
弘
。
。
O
N
讐
や
お
．

⑱
§
野
ド
。
。
¢
劇
り
や
。
。
9

⑲
き
ミ
層
H
Q
。
Φ
①
「
や
。
。
Q
。
噸

⑳
§
猟
弘
。
。
㊤
8
唱
」
O
メ

⑳
ミ
受
9
肉
こ
蜀

⑫
　
出
舘
ω
巴
愛
器
”
o
》
ミ
ニ
や
ω
㎝
．

⑱
　
第
三
表
参
照
。

⑭
　
ミ
寒
堕
両
二
国
一
ド
團
麟
．

⑯
　
銅
》
H
二
国
≠
鋭

⑳
　
ミ
ヨ
9
国
’
匹
噺
一
．
H
H
H
．

＠
§
斜
■
レ
㊤
■

⑱
ミ
ヨ
堕
野
」
W
甚
¶
H
．

⑳
ミ
ヨ
9
肉
曾
弘
り
■

（403）71



⑩
　
き
N
§
簿
智
さ
誘
ミ
詰
論
O
醐
噂
や
。
。
G
n
■
出
所
は
ミ
ヨ
鮪
肉
こ
切
話
．
野

⑪
　
き
馬
§
ミ
ご
§
誘
貯
船
ド
。
。
り
q
層
や
μ
8
。
H
o
。
㊤
9
℃
。
Q
。
Q
。
．
H
Q
。
㊤
刈
”
や
戸
O
刈
．
一
Q
。
り
Q
。
「

　
や
①
O
剛
出
所
は
録
寒
9
肉
二
し
づ
菅
“
餅

⑫
　
輿
ヨ
9
箇
陶
H
⑩
」
5
0
叶
一
．

⑩
　
帖
ミ
3
b
5
普
．
蒔
．

⑭
　
焼
ミ
鈍
”
這
9

⑮
　
肉
ミ
§
帖
ミ
馬
譜
誘
ざ
斡
H
o
。
㊤
G
。
噛
や
。
。
b
。
■
出
所
は
郵
肉
。
娼
H
層
や
ミ
㊤
9

⑩
　
と
り
あ
え
ず
鍵
ヨ
H
〆
b
ご
曽
．
嵩
．
を
参
照
。

⑰
ミ
L
ヨ
鮪
や
b
。
ω
る
野

⑱
§
乱
二
這
Φ
．

⑲
　
例
え
ば
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
金
持
が
増
加
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
中
に

　
水
田
借
地
者
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
（
§
野
α
①
．
）
ま
た
ミ
ョ
9
ト
こ
H
逡
・

　
に
よ
れ
ば
、
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
、
広
い
面
積
の
借
地
者
で
阿
時
に
米
商
人
で

　
あ
る
者
は
米
の
収
穫
賃
金
を
現
金
で
パ
ウ
当
り
～
○
・
二
五
支
払
う
と
あ
る
。
ま

　
た
ミ
ョ
¢
肉
二
お
O
．
に
よ
る
と
、
デ
サ
役
人
に
よ
る
デ
サ
内
で
の
借
地
が

　
か
な
り
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

（
⑲
　
二
〇
世
紀
初
の
飴
斑
間
の
土
地
貸
借
の
条
下
等
に
つ
い
て
は
ミ
｝
ヌ
9
画
り

　
這
9
参
照
。
ま
た
共
同
占
有
水
田
持
分
の
賃
貸
に
関
す
る
デ
サ
の
諸
規
制
に
つ
い

　
て
は
肉
■
》
目
噂
℃
。
お
．
を
参
照
。

㊥
　
ミ
ヨ
9
鵜
二
旨
Q
◎
．

⑫
　
誕
器
ω
。
｝
導
雪
噛
。
》
ミ
こ
切
二
一
・
銅
よ
り
計
算
。

㊥
　
ミ
寒
9
周
’
感
伊
に
よ
れ
ば
、
七
瀬
プ
ラ
ソ
テ
；
シ
ョ
ン
は
非
占
有
者
に

　
賃
労
働
の
機
会
を
与
え
た
と
述
べ
ら
れ
る
。

⑭
　
奥
田
或
「
東
印
度
濃
業
経
済
研
究
」
昭
和
【
八
年
や
の
P
℃
■
㊤
ら
～
Φ
O
■
を
参

　
照
。
な
お
奥
田
疵
は
雨
季
を
一
二
月
～
三
月
、
乾
季
を
六
～
九
月
と
さ
れ
る
が
、

　
ミ
ョ
　
の
東
モ
ン
ス
ー
ン
期
、
西
モ
ン
ス
ー
ン
期
の
用
語
法
は
必
ず
し
も
こ
れ

　
と
は
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
も
う
少
し
時
期
的
な
巾
を
持
た
せ
、
一
年
を

　
完
全
に
雨
季
、
乾
季
に
二
分
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

⑯
ミ
蚤
9
ト
こ
日
◎
。
o
。
．
な
お
く
窪
Ω
o
井
。
β
O
禽
㍗
穿
ミ
題
ぎ
O
ミ
蝋
ミ
馬
勲

　
同
曽
。
。
冒
α
①
簿
嶽
層
℃
’
ω
O
．
に
よ
れ
ば
、
　
一
般
に
は
水
田
の
田
植
準
備
作
業
に
必
要

　
な
期
間
は
、
休
止
期
間
も
含
め
て
五
〇
～
六
〇
日
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

⑳
　
Ω
o
時
。
葺
。
特
・
ミ
W
こ
唱
●
卜
。
Q
。
。
ま
た
h
■
肉
．
H
押
切
蔓
．
≦
’
や
。
。
㊤
．
に
よ
れ

　
ぱ
、
牛
の
所
有
が
一
頭
の
場
合
、
水
田
耕
作
の
た
め
に
は
不
充
分
で
あ
る
と
表
現

　
さ
れ
る
。

㊨
　
O
o
『
H
内
。
日
℃
o
特
”
鼠
W
二
や
鼻
H
9

⑲
　
国
器
ω
巴
ヨ
p
P
o
》
ミ
‘
℃
■
δ
～
目
．

⑲
　
期
■
ρ
即
∪
Φ
し
d
一
P
b
偽
卜
§
ミ
ぴ
9
§
職
ミ
N
ミ
§
ミ
恕
富
b
u
§
O
簿
§
恥
愚

　
㍉
§
鼻
這
O
押
曾
匹
H
”
℃
．
①
①
層
面
⑦
一
H
H
℃
や
ド
O
ド

⑳
　
た
め
池
に
つ
い
て
は
ミ
ミ
リ
炉
ω
ω
野
b
づ
笹
■
ド
を
参
照
。

＠
　
例
え
ば
グ
リ
醤
蝦
で
は
水
田
醸
積
六
二
、
七
七
七
バ
ウ
の
う
ち
、
　
米
作
が
う
ま

　
く
い
か
な
か
っ
た
面
積
は
一
九
〇
二
年
二
八
、
六
二
五
バ
ウ
（
四
五
・
六
％
）
、
　
㎝

　
九
〇
三
年
　
五
、
三
九
七
バ
ウ
（
二
四
・
五
％
）
、
一
九
〇
四
年
一
二
、
九
〇
〇
パ
ウ

　
（
二
〇
・
五
％
）
、
一
九
〇
五
年
二
一
、
七
一
〇
パ
ウ
　
（
三
四
・
六
％
）
、
　
一
九
〇
六

　
年
四
、
二
一
九
．
ハ
ウ
（
六
・
七
％
）
、
ラ
モ
ン
ガ
ソ
漿
で
は
七
一
、
〇
五
七
バ
ウ
中
、

　
一
九
〇
二
年
｝
六
、
二
五
ニ
バ
ウ
（
二
二
・
九
週
目
、
一
九
〇
三
年
三
、
九
〇
三
バ
ウ

　
（
五
・
五
％
）
、
一
九
〇
四
年
五
、
五
二
ニ
バ
ウ
（
七
・
八
％
）
、
一
九
〇
五
年
四
、
一

　
三
三
バ
ウ
（
五
・
八
％
）
、
一
九
〇
六
年
一
｝
、
五
五
三
パ
ウ
（
一
六
・
三
％
）
と
年

　
々
か
な
り
の
比
率
を
占
め
る
。
詳
し
く
は
§
罫
ω
。
。
ω
・
を
参
照
。
こ
れ
に
対
し

　
て
南
部
で
は
凶
作
は
比
較
的
少
な
い
。
詳
し
く
は
ミ
遷
9
ト
ニ
b
。
0
9
を
参

　
照
。

⑫
　
詳
し
く
は
、
、
○
＜
角
臥
O
煽
げ
①
笥
O
ぬ
①
欝
O
O
O
O
O
O
8
0
三
富
O
げ
Φ
コ
け
O
O
ω
欝
一
乙

　
く
p
昌
O
o
ヨ
8
ω
3
σ
q
o
’
く
⑦
ω
け
。
昌
く
9
嵩
翼
o
F
H
出
費
α
．
．
．
肉
。
ご
ミ
ミ
馬
壽
誘
ミ
㍗

　
H
O
。
①
N
（
建
議
H
図
噌
肉
6
§
o
ミ
画
馬
q
§
§
b
a
3
し
d
慈
■
b
。
b
。
．
に
収
録
）
国
9
【
－

　
匿
§
伊
。
》
§
こ
（
ま
ミ
こ
し
ご
曽
’
b
。
ω
魑
に
収
録
）
を
参
照
。
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㊥
　
詳
し
く
は
岡
．
鴻
，
H
H
H
”
℃
■
ゆ
N
～
㊤
Q
。
層
や
Q
。
ド
O
～
鍵
○
。
マ
な
ど
を
参
照
。

⑭
　
隷
ヨ
9
ト
こ
b
。
一
ω
噂
曽
膳
．
蛍
腰
．
卜
。
巳
を
参
照
。

⑱
　
軌
ミ
乱
二
b
。
一
も
。
。
な
お
同
所
に
よ
る
と
各
作
物
の
栽
培
に
必
要
な
期
間
は
ト
ウ
モ
ロ

　
コ
シ
ゴ
　
～
四
ケ
月
、
弾
路
花
生
三
ケ
月
余
り
、
大
豆
　
二
・
五
～
四
ケ
月
、
甘
藷
…
三
・
五

　
～
四
ケ
月
で
あ
る
。

⑳
き
ミ
ニ
切
菅
．
ド
及
び
切
讐
．
b
，
。
よ
り
算
出
。
な
お
他
の
県
の
比
率
は
シ
ド
ア

　
ル
ジ
ョ
県
議
・
七
％
、
モ
ジ
ョ
ク
ル
ト
県
一
∴
％
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
楽
○
・
三
％
に

　
す
ぎ
な
い
。

㊥
　
き
ミ
こ
H
o
。
り
．

⑱
　
劉
P
o
賢
ミ
ニ
創
。
巴
ド
や
○
。
ρ
　
瓢
p
器
9
旨
p
誉
。
》
鼠
“
こ
℃
■
b
。
G
。
～
N
9
な
ど

　
を
参
照
。
相
互
扶
助
の
場
合
、
一
般
に
食
事
と
嗜
好
品
が
出
さ
れ
る
の
み
で
不
払

　
で
あ
る
。

⑳
　
国
器
q
・
9
ヨ
p
p
愚
．
ミ
．
．
や
悼
ω
～
悼
μ
を
参
照
。

⑳
向
謁
。
H
囮
噛
や
b
。
ら
ρ

＠
ミ
蚤
㍉
〆
肉
8
暑
§
誉
q
§
§
b
馬
旨
闇
切
幽
や
鐸

⑫
　
肉
．
肉
凸
H
濤
層
℃
．
“
ρ
（
げ
）
累
切
．
及
び
や
田
b
o
．
な
お
同
様
の
記
述
は
き
帖
罫
▼

　
H
H
、
ゆ
蔓
凸
N
讐
や
㊤
り
．
に
も
見
ら
れ
る
。

⑬
鎮
寒
¢
肉
二
¢

⑭
　
例
え
ば
趨
帖
繕
嘲
置
一
．
に
よ
れ
ば
糖
業
へ
の
貸
出
に
よ
っ
て
犠
牲
と
な
る
の
は

　
一
般
に
米
作
、
裏
作
そ
れ
ぞ
れ
一
回
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
薦
、
馬
、
の
項
目
が

　
何
故
必
要
な
の
か
理
解
し
が
た
い
。

⑮
§
罫
は
ρ

⑯
　
導
ミ
噛
一
畠
”
及
び
ミ
寒
9
ト
ニ
凹
ω
P
な
お
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
で
は
貸
出

　
前
の
水
田
に
も
晩
稲
が
栽
培
さ
れ
る
が
、
ミ
ョ
鮪
．
ト
。
。
一
伊
に
よ
れ
ば
、
こ

　
の
水
田
が
最
優
先
で
一
〇
月
か
ら
耕
起
さ
れ
る
た
め
早
稲
を
使
う
必
要
が
な
か
っ

　
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
》
ド
ミ
9
肉
二
置
b
。
・
ミ
ョ
鉛
ト
こ
ト
っ
G
。
ρ
に
よ
れ

　
ば
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
で
は
こ
の
よ
う
な
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
く
の
耕
作
者
が

　
早
稲
で
は
な
く
中
稲
を
栽
培
し
た
と
い
う
。

⑰
ミ
ヨ
9
卜
‘
b
。
b
。
Φ
●

⑳
　
出
餌
ω
。
。
働
目
帥
P
o
》
職
譜
や
Q
。
㊤
，

⑲
例
え
ば
囚
ン
＜
．
く
磐
○
。
葺
。
旨
、
．
、
揖
手
妻
暮
魯
。
も
冒
く
ρ
ご
び
。
け
お
掌

　
録
コ
σ
q
8
伴
畠
。
昌
ず
コ
山
σ
8
築
℃
、
”
N
蕊
ミ
逡
書
象
勢
噛
謎
刈
P
α
①
巴
押
や
濠
Φ
噸
な

　
ど
参
照
。

⑳
　
ミ
ョ
9
N
二
卜
。
Φ
①
■
参
照
。
た
だ
、
ジ
ョ
ン
バ
ソ
県
の
み
は
水
量
が
あ
ま
り

　
豊
か
で
な
い
の
で
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
水
が
自
由
に
使
え
な
い
場
合
は
米
作

　
に
影
響
が
出
る
と
い
わ
れ
る
。

⑪
　
蝋
ミ
3
卜
。
8
H
三
8
0
。
。
昌
φ
ぴ
。
≦
o
鉱
ぎ
σ
q
ぎ
｝
　
o
け
巴
σ
q
o
導
㊦
⑦
戸
や
嶺
■

⑳
例
え
ば
助
演
隊
冒
険
σ
q
簿
δ
げ
江
α
q
鼠
。
の
設
澱
（
一
八
八
五
年
）
、
灌
概
区

　
貯
ユ
σ
q
p
賦
。
鼠
畠
。
Φ
凱
μ
σ
q
新
設
（
一
八
八
八
年
）
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
灌
概
費

　
用
、
灌
瀧
施
設
改
良
費
負
担
の
義
務
付
け
、
プ
カ
レ
ソ
方
式
（
一
入
九
四
年
）
、

　
パ
テ
グ
ア
ソ
方
式
（
　
八
九
六
年
）
な
ど
の
配
水
方
式
の
導
入
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

　
よ
う
。
詳
し
く
は
趨
ミ
．
及
び
出
口
器
H
旨
僧
P
O
》
ミ
こ
℃
．
も
◎
P
や
①
卜
。
～
①
Q
◎
噛
や

　
曵
G
。
～
胡
■
な
ど
を
参
照
。

　
　
ミ
ヨ
鉛
押
切
蔓
．
b
Q
．

＠＠＠＠＠
　
　
嫡
ミ
斜
二
G
Q
一
①
■

　
　
き
ミ
．

　
　
替
ミ
ニ
ω
O
ど
ω
O
b
ρ
■

　
　
ミ
ョ
9
ト
こ
ト
。
0
8
　
例
え
一
3
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
梨
で
は
水
稲
に
対
し
て
も
、

　
豆
そ
の
他
の
作
物
の
栽
培
に
必
要
な
水
量
の
み
し
か
給
水
さ
れ
な
か
っ
た
。

⑳
　
な
お
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
も
の
の
他
に
も
、
砂
糖
キ
ビ
畑
へ
の
放
火
な
ど
を

　
防
止
す
る
た
め
の
デ
サ
デ
ィ
ン
ス
ト
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ

　
ョ
ン
の
砂
糖
キ
ビ
運
搬
に
使
用
し
た
牛
の
消
耗
が
激
し
い
こ
と
な
ど
が
、
糖
業
に

　
よ
る
損
失
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
ミ
ョ
獅
蛍
℃
自
ド
を
参

　
照
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
ス
ラ
バ
や
理
事
州
に
お
け
る
糖
業
ブ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
を
借
地
方
式
と
栽
培
の
仕
方
の
二
側
面
か
ら
具
体
的
に
分
析
し
、

こ
れ
ら
と
の
か
か
わ
り
で
農
村
経
済
の
貧
困
化
の
構
造
を
検
討
し
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
機
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
に
よ
っ
て
水
田
の

定
期
早
替
制
が
温
存
さ
れ
、
土
地
集
積
の
道
は
基
本
的
に
は
閉
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
住
民
農
業
は
様
々
な
側
面
か
ら
減
収
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

そ
の
発
展
を
阻
止
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
わ
ず
か
に
デ
サ
首
長
な
ど
が
富
裕
化
し
た
こ
と
を
除
け
ば
、
一
般
に
土
地
占
有
農
民
は

当
時
の
急
速
な
商
品
経
済
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
的
に
は
分
解
せ
ず
、
全
体
と
し
て
貧
困
化
し
て
ゆ
く
。
更
に
そ
の
下
に
は
大
量
の
ル

ソ
プ
ロ
的
な
非
占
有
農
民
が
存
在
し
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
力
と
し
て
労
働
老
化
し
て
ゆ
く
。
こ
れ
が
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
展
開
期

の
ス
ラ
バ
や
南
部
に
お
け
る
農
村
経
済
構
造
の
一
側
面
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
前
提
と
し
て
は
じ
め
て
事
業
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
〔
付
記
〕
　
本
稿
は
一
九
七
七
年
の
東
南
ア
ジ
ア
史
学
会
春
季
大
会
の
報
告
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
田
中
則
雄
賃
か
ら
貴
重
な
史

　
　
　
　
　
料
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
と
し
た
い
。
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京
都
大
学
大
学
院
生
　
京
都
市
伏
見
区
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KUSZtrigari薬猟and　Ho　zzoshuchzt本草集注

by

Atsumu　Wada

　　Recently　they　have　become　interested　in　the　state　of　Taoism　in　the

ancient　Japan．　le　is　almost　certain　that　Taoism　introduced　to　Japan

was　a　popular　Taoism　which　consisted　of　two　factors－the　thought

of　wizards　aRd　the　witchcraft．　But　what　it　really　was　has　not　quite

been　researched　up　to　this　time．　ln　this　article　1　examined　into

Kusurigari　on　the　5th　of　May　wh圭ch圭s　found　in　Nihonshoki日本書紀

and　other　literatures，　considered　the　relation　between　Kusuri．aari　and

the　functions　in　the　festival　of　Tango端午，　and　traced　the　origin　of

ancient　Kusuri．cra？’i　back　to　China　and　Korea．　Andby　analyzing　Honzoshuchu

which　was　considered　a　basic　book　of　herbais　in　Tenyafeu－ryo＝典薬寮

（a　department　of　court　physicians），　1　examined　the　factors　of　the

thought　of　wizards　in　the　popular　Taoism　and　the　medical　fields　of　the

witchcraft．　1　tried　to　clear　up　what　Taoism　is　by　elucidating　a　phase

of　Taoism　in　the　ancient　Japan　and　re－examining　the　description　of

Nihonshofei　on　the　basis　of　the　result．of　analyzing　the　Honnoshuches．

Sugar　Plantation　and　the　Javan　Viliage

by

Yasuo　Uemura

　　The　purpose　of　this　article　’is　to　analyze　the　destituted　rural　economy

of　southern　Surabaya　ln　the　late　19th　and　the　early　20th　centuries．

Relating　it　with　the　development　of　sugar　plantation，　we　study　the

problem　in　view　of　both　landholding　and　farming．　The　sugar　plantation

was　operated　by　means　of　triennial　rotation　on　a　full－year　irrigated

land　whlch　was　leased　by　a　contract　in　bulk　through　the　intermediation

of　desa－chiefs．　They　enlarged　the　leased　land　by　practicing　upon　the

poverty　of　peasants　and　the　labor　force　was　employed　by　very　cheap

（486）



wages．

　　For　tkese　reasons，　regular　interchange　of　paddy　field　was　sustained，

which　allegedlly　resuited　from　a　intension　of　labor　servlce　（dienst）．

And　petty　peasant　owning　the　field　of　one　bau　（O．7ha）　or　so　was　not

dissolved，　while　non－owning　peasant　was　absorbed　into　the　plantation

as　laborer．　The　indigenous　agriculture　based　upon　irrigation　couldn’t

bttt　be　devastated　because　of　a　lower　level　of　technical　development

such　as　the　continuance　of　land－interchange，　culture－system　of　early

ripening　sugar　cane，　decreasing　fertility　and　insufficiency　of　irrigation

water．

The　Agricultura正しand　Use　in／bri条理System　of

　　Yamato　Basin　for　Four　Centuries　before　120e

by

Al〈ihiro　KiRda

　　Analyzing　the　materials　wh圭ch圭llustrate　the　agricultural　lalld　use

and　applying　it　to　the　actual　spots，　I　found　that　there　were　many　lands

which　were　not　arable　or　not　paddy　fields　in／bri　Systdm　of　Yamato

Basin　for　four　centuries　before　1200　and　that三n　case　of　the　low　rat量o

of　planting　areas　to　arable　land，　they　had　no　crop．　Moreover　judging

from　some　cases，　such　as　the　estates　of　Gufufebl　Temp玉e弘福寺and

Ei2an　Temple栄山寺，　it　became　clear　that　the　above　situations　were

an　inevitable　outcome　of　the　conditions　of　microgeomorphology　and
コ　　　　　　　コ

irrlgatlon．

　Then　by　exam圭ning　the　state　of　irrigation　and　allalyzing　its　extension，

I　can　presume　that　for　a　period　of　four　centuries　before　1200　there，

were　scarcely　irrigation　ponds　which　were　sha1王ow　and　square

essential　to　the　irrigation　of　Yamato　Basin　　and　that　the　state　of

irrigat圭on　of　those．days　was　generally　very　bad．

（485）




